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イ
ギ
り
ス
革
命
の
「
主
体
」

イ

ギ

リ

第
λ
Jよ
ハ
巻

回
口
八

第
六
号

五
C 

ス
革
命
の
「
主
体
L

イ
ギ
リ
ス
革
命
と
農
業
・
土
地
問
題
1
|
|
地
主
的
改
革
と
「
一
二
分
制
」
伺

〕片
い
う
ま
で
も
な
く
イ
ギ
り
λ
革
命
は
、
二
ハ
四

O
年
か
ら
二

0
年

間
の
長
期
に
わ
た
る
そ
の
展
開
の
過
程
に
お
い
て
、
不
可
避
的
に
一
七
世

紀
イ
ギ
り
ス
社
会
の
す
べ
て
の
階
級
を
そ
の
渦
中
に
ま
き
こ
み
つ
つ
進
行

、
、
、
、
、
、

ず
る
。
だ
が
そ
こ
に
は
、
こ
の
革
命
を
首
導
し
、
権
力
を
掌
握
す
る
に
い

士
っ
士
階
級
、
す
な
わ
ち
《
イ
ギ
り
ス
革
命
の
主
体
》
を
は
〉
き
り
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
面
の
対
象
た
る
産
業
・
土
地
問
題
り
視
角
か
ら

(
l
v
 

必
要
な
か
ぎ
り
で
、
こ
れ
を
確
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
革
命
の
政
治
排
台
は
、
つ
ぎ
の
三
円
一
に
集
約
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
に
、
-
六
四

O
年
一

O
月
の
選
挙
を
へ
て
一
一
月
三
日
開
会

さ
れ
、
五
コ
一
年
四
月
の
「
残
部
議
会
」
匹
。
河
口
自
HvpwHHE日
。
与
の
僻

散
に
よ
っ
て
ひ
と
ま
ず
終
止
符
を
う
つ
ま
で
一
一
年
余
に
わ
た
っ
て
存
続

し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
長
期
議
全
」

Fυ
同

b
u
m
p
H
E
E
H
O耳
、
第
一
一
に
、

内
乱
直
後
に
創
設
さ
れ
議
会
行
政
の
地
方
機
権
主
し
て
機
能
し
た
「
州
委

員
会
」
吾
作

n
E丘
一
、
円
。

B
R
E
S、
第
三
に
、
「
軍
隊
」

5
0
可
c
p

尾

崎

1台

芳

m
M
C
E
g
b
F
o
z
o
d司
出
。
色
。
戸
〉
H目
可
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
検
討
も

ま
た
こ
の
三
つ
の
「
場
」
に
着
目
す
る
。

ω
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
け
る
農
業
・
土
地
問
題
分
折
の
視
角
」

-

1

『
経
新
論
叢
』
第
入
六
巻
第
二
号
所
収
参
問
。

〕直
第

I
表
は
、
革
命
の
、
と
り
わ
け
そ
の
初
期
に
あ
っ
て
、
も
っ
と

も
中
心
的
な
政
治
舞
台
と
な
っ
た
「
得
切
議
会
」
の
下
院
議
員
の
階
一
層

(
職
業
)
別
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
つ
ぎ
の
こ
と
を
指

摘
す
る
こ
、
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
議
員
全
体
の
主
要
な
構
成
要
素
は
、
ジ

ェ
ン

l
y
1
、
法
律
家
、
商
工
業
者
、
官
夏
、
廷
臣
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
、

と
り
わ
け
ジ
エ
ン
ト
リ
層
で
あ
り
、
そ
の
数
は
議
員
総
数
五
三
九
名
中
一
一
一

三
三
名
、
約
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
強
を
占
め
る
ロ
議
員
の
階
層
に
み
ゐ
か
ぎ

り
!
1
l法
律
家
、
商
γ
ム
業
者
、
廷
凶
等
の
う
ち
に
も
同
時
に
ジ
エ
ン
ト
リ

ハ
2
)

で
あ
る
層
を
当
然
含
む
と
い
う
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
な
お
さ
ら

i
lわ
れ

わ
れ
の
問
題
批
点
か
ら
し
て
、
こ
の
議
会
は
圧
倒
的
に
「
ジ
エ
ン
ト
リ
的
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イ
ギ
リ
ス
革
命
凸
「
主
体
」

「
後
謹
何
分
子
」
と
の
区
分
が
、
あ
る
程
度
内
陣
醤
の
区
分
と
照
応
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
、
う
え
り
数
字
は
と
の
こ
と
を
な
に
ほ
ど
か
物
語
っ
て

へ7
u

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

川
川
冨
司
問
。
巴
百
一
円
」
宮

h
2
N
h
M
Uミ
N
E
S
2
F
同u

日
戸
叶
mwzo
日

心
政
業
分
類
に
党
派
区
分
を
考
慮
し
て
浜
林
正
夫
氏
が
作
成
さ
れ
士

表
(
一
「
イ
ギ
リ
ス
市
民
革
命
史
』
一
二
二
ベ

v
/

所
収
)
を
か
ん
た

ん
化
し
た
。

D
F
0
2
と
あ
る
の
は
、
〉
問
。
ロ
官
。
吋

ω世
話
m

肖《

F
J門。

者
ロ

2
F
S
4
3
2
J
門
町
同
月
『
岳
部
EmwHF
珂
虫
、
巳
円
。
E
回
目
L
Z
F

HU町
宮
ぉ
5
5
を
便
宜
上
一
括
し
た
も
の
。
こ
こ
で
と
り
扱
わ
れ
た

の
は
、
一
六
阿
一
年
末
主
で
に
選
出
さ
れ
た
「
長
期
議
会
初
期
」
の
議

員
五
四
七
名
か
ら
の
ち
に
当
選
鵠
効
と
な
っ
た
八
名
を
差
引
い
た
全

員
で
あ
る
。
ま
た
、
と
こ
で
の
「
ジ
ェ
ン
ト
ロ
」
と
は
、
=
岡
山

H
C
EぺJ

町
民
間
目
∞
E

ヨ
ミ
肘
ω
宮
町
。

J
三
。
。
呈
ぽ
日
EH
こ
及
び
円
。
E
Z
m司

令一
F
2円
、
〈
法
的
に
は
無
資
格
だ
が
慣
例
上
貴
族
の
子
息
と
し
て
称

号
を
許
主
れ
た
も
の
)
を
ふ
く
む
広
義
の
そ
れ
で
あ
る
。
円
同
点
守
主
』

司
自
な
お
、
「
長
期
議
会
」
議
員
の
分
折
に
か
ん
し
て
は
、
右
の

キ
l
ヲ
ー
の
業
績
の
ほ
か
口
出
ヨ
百
件
。
ロ

mv
ロ
仏
口
同
旬
。
ロ
ロ

目
立
。
F
者
、
選
宮
言
。
¥
Z
R
h言
内
、
ぬ
と
zswm乏
が
お
る
。
ま
た
、

浜
林
氏
の
労
作
「
長
期
議
会
の
階
級
構
成
」

I
、
E
ー
ー
『
向
学

討
究
』
第
七
巻
2

・3
号、

4
口
勺
所
収
を
是
非
と
も
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

川W

戸

Z
J「
2
M
5
u〉
『
吋
目
。
同
号
。

:
z
pロけ片山、
J
E
何

百

第
八
十
六
巻

第
六
平

五

凶

o 

門
司
5IJJJ-Eロ
(
邑

Y
F
Eい
て
ど
お
同
色
き
さ
れ
同
E
2
Y
司
自
白
目

ω
「
議
員
に
か
ん
す
る
階
級
な
ら
び
に
職
業
に
よ
る
観
察
は
議
員
の

大
多
数
出
、
日
常
の
大
部
分
を
P

ン
ゅ
ト
γ
の
外
で
送
り
、
自
ら
の
州

の
生
活
で
積
極
的
役
割
を
同
じ
、
収
入
を
も
っ
ぱ
ら
で
な
い
ま
で
も

、
、
、
、
、
、
、

主
と
し
亡
土
地
か
ら
え
て
い
る
地
方
ャ
/
エ
ン
ト
リ
で
あ
る
、
と
い
う

伝
統
的
見
解
の
確
認
に
帰
清
す
る
」
(
傍
点
引
用
者
)
ロ
日
明

間
2
F
H
-
。
V
S
F
U
巳
こ
の
結
論
は
、
議
員
の
「
出
身
」
を
知

る
こ
と
に
よ
り
い
っ
そ
う
つ
よ
め
ら
れ
る
。
貴
族
、
バ
ロ
不
ヴ
ト
、

ア
イ
ト
、
。
/
エ
ン
ト
リ
を
父
に
も
つ
も
の
、
議
民
総
数
五
回
じ
名

(
前
掲
註
川
参
照
)
中
凶
一
一
名
約
b
五
バ

1
セ
ン
ト
を
占
め
る
0

2
在
位
ヨ
一
℃
日
ω

一
恥
林
正
夫
前
掲
論
文

I
I
二
ペ
ー
ジ
参
照
u

川
刊
議
員
一
人
人
に
つ
い
て
、
少
く
と
も
そ
の
家
系
、
財
産
規
悼
と

と
り
わ
け
そ
の
性
質
、
土
地
所
有
規
模
と
、
と
り
わ
け
そ
の
経
岱
実
態

等
に
た
い
す
る
桝
聞
が
前
提
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
プ
ラ

ン
ト
ン
、
ベ
一
一
ン
ト
ン
、
キ
l
ヲ
ー
ら
の
4

詳
細
な
叶
究
に
も
か
か
わ

ら
ず
(
あ
る
程
度
ま
で
は
か
れ
ら
の
問
題
意
議
に
妨
げ
ら
れ
て
)
い

主
な
お
将
来
の
諌
阿
国
と
し
て
残
さ
れ
て
い
お
と
い
え
る
。

仙
川
口
出
E
E
Uロ
EM仏
口
出

HUOEMEm-。
戸
。
守
ミ
ヨ
〉
国
}υο

ロ仏国以

戸
叶
ロ
ケ
W
H一
出
に
浜
林
氏
筑
間
の
ジ
ェ
γ
ト
り
に
か
ん
す
る
数
値

(
前
掲
論
文
E
六
九
ペ
ー
ジ
)
を
ハ

l
セ
ン
に
換
泣
付
加
し
た
。

川

Q
n
E
]】
}
民
同
日
自
己
E
2
1
2
E
5ロ
O
T
Z
C
A
q口
垣
間
、

月

MU足
3
z
s
a若
R

州
諸
弘
同
言
。
円
三
E
M
F
-
v
H品



間

ト

1

一
一
ー
に
よ
っ
て
一
日
岐
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
ジ

ェ
γ
ト
リ
」
を
「
新
興
事
ノ
エ
ン
ト
リ
」
と
な
に
ほ
ど
か
同
一
視
し
う

る
と
す
れ
ば
(
己
回
目
叶
E
ペロ
O
〕〉

Q
守
町
拍
子
山

U
E宣
言
)
、
プ
ラ

ン
ト
ン
と
刊
一
一
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
あ
げ
ら
れ
た
南
田
市
議
員
(
ジ
エ

ン
ト
リ
い
一
に
か
ん
す
る
次
の
数
字
は
同
じ
こ
と
の
傍
証
し
と
し
て
役
立

つ
で
あ
ろ
う
l
l
t

王
党
派
議
会
派

陣

道

院

解

散

以

前

か

ら

同

一

身

分

の

者

二

口

名

一

一

一
ハ

-
b
世

紀

に

土

地

所

有

を

拡

脹

し

た

者

一

九

一

八

一
六
・
七
世
紀
に
新
た
に
u

日

叩

頭

し

た

省

一

回

二

一

一

口
国
内
何
回
宮
口

E
己
ロ
戸
司
。
E
ロ
m
Z
P
4
z
-
H
V
Z叶
な
お

一
日
林
前
掲
論
文
E
七
二
へ

1
7
参
照
。
主
セ
議
員
全
休

η
陣
営
民
分

を
性
格
づ
付
る
う
え
で
、
さ
き
の
第
I
去
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発

艮
に
た
い
す
る
よ
り
較
純
的
要
素
之
さ
し
者
り
み
な
さ
れ
う
る
商
工

業
者
が
よ
り
多
く
議
会
に
、
他
方
絶
対
王
制
に
た
い
す
る
親
近
的
要

量
と
み
な
さ
れ
う
る
廷
臣
、
軍
人
が
よ
り
多
く
王
党
派
に
、
所
属
し

た
、
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
う
る
。

-J 
三
議
会
派
ジ
ェ
ン
ト
り
議
員
の
仕
棉
を
知
る
一
つ
の
手
が
か
り
は
、

〔
お
そ
ら
く
か
れ
ら
の
か
か
げ
た
「
要
求
」
で
あ
乃
う
。
議
会
の
綱
領
が
、

自
ら
を
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
に
適
応
さ
せ
つ
つ
土
地
所
有
の
維
持
を
め
ざ

す
土
地
所
有
者
回
の
要
求
を
反
映
し
て
い
た
こ
之
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す

で
に
確
認
し
た
。
こ
の
土
地
所
有
者
同
と
は
、
と
こ
で
は
土
地
所
有
者
の

イ
ギ
リ
ス
平
命
の
「
主
体
」

う
ち
議
会
派
ジ
ェ
ン
ト
り
議
員
に
よ
コ
て
代
表
さ
れ
た
部
分
(
政
治
的
呼

柿
に
し
た
が
え
ば
「
議
会
派
ジ
エ
ン
ト
リ
」
凶
U
P
E
P
E
E
Z
4
明
。
且
弓
〕

で
あ
る
a

ヰ
命
に
は
党
派
の
数
と
同
じ
だ
け
の
数
の
綱
散
が
存
在
し
た
に

し
ろ
、
そ
こ
に
は

ιだ
二
つ
の
ち
が
J

た
結
末
を
予
定
す
る
制
領
i

|
地

主
的
綱
領
と
農
民
的
綱
似
が
、
草
命
勢
力
の
内
部
で
対
立
し
て
い
た
。
綱

領
に
み
る
か
ぎ
り
両
者
を
曲
す
る
線
は
、
独
立
派

H
E
4
2号
呈
ω

と

レ
ヴ
ェ
ラ

1
ズ
『
L
2
0
H
r
g
の
あ
い
に
に
ひ
か
れ
る
。
独
立
派
が
内
乱
を

勝
利
に
導
く
う
え
C
指
辺
的
役
割
を
前
じ
、
そ
の
終
結
後
平
命
政
権
(
ク

ロ
ム
ウ
エ
ル
政
権

1
目
。
吉
♀
2
邑
乙
を
単
屈
す
る
に
い
た
っ
た
政
治
グ

ル
l
フ
で
あ
っ
た

ι
己
、
こ
れ
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

独
立
派
こ
そ
議
会
的
綱
似
を
世
徹
さ
せ
た
《
イ
ギ
り
ス
革
命
の
主
体
(
「
議

主
派
シ
占
ン
ト
り
」
)
の
な
か
の
主
体
》
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
左
が
で

き
る
白
独
立
派
と
は
、
こ
の
「
議
会
派
ジ
品
ソ
ト
リ
」
中
に
凸
め
る
ど
の

よ
う
な
庖
か
ら
成
っ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
が
本
稿
に
お
い
て
、
以
後
の
考

察
の
主
要
な
課
題
と
な
る
。

ω
拙
杭
「
イ
ギ
リ
ス
牛
命
の
二
つ
の
桐
悩
」

1
1
1
『
経
討
論
政
』
節

八
六
軒
第
一
ニ
ロ
勺
所
収
参
照
。

第
E
去
は
、
第
I
表
に
あ
げ
た
議
会
派
議
員
を
さ
ら
に
党
派
別
に
表
示

し
た
も
の
で
あ
る
e

こ
こ
で
長
老
派

HUZ吾
1
2
E
E
と
は
、
対
象
と

な
っ
た
「
匪
瑚
議
会
」
初
期
議
員
の
う
ち
四
八
年
一
一
一
月
六
日
。
フ
ラ
イ

γ

ケ
ー
ジ
司
吋
号
、
ω
虫
同
刊
の
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
も
の
、
独
立
派
は
そ

の
「
成
部
」
議
以
回
目
唱
。
2
を
さ
す
。
こ
の
初
期
議
会
に
あ
っ
て
独
立

第
八
十
六
巻

凹

第
六
け

ヲて
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五
一
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ら
れ
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立
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司
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づ
け
る
に
は
、
こ
ん
に
ち
な
お
と
く
に
後
占
に
つ
い
て
の
有
効
な
統
計
資

糾
を
欠
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
革
命
の
全
期
間
(
二
ハ
川

O
I六
口
年
〕

に
わ
た
る
独
立
派
議
員
、
総
数
二
一
三
一
名
に
か
ん
す
る
第
百
表
を
検
討
し

よ
う
。
こ
こ
に
は
、
第
E
去
で
と
っ
十
初
期
議
員
の
ほ
か
に
、
四
一
一
年
以

後
退
出
の
議
員
、
と
く
に
四
五
年
王
党
派
の
空
席
を
う
め
る
た
め
に
選
出

さ
れ
た
補
充
議
民
間

2
2庄
の
耳
、
「
長
期
議
会
」
以
外
の
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル

政
権
下
の
三
勺
の
議
会
の
議
員
等
を
含
む
。
ま
ず
総
計
の
欄
を
之
る
と
、

二
三
三
名
中
ジ
エ
ン
ト
リ
が
一
回
二
名
約
六
一
ハ
セ
シ
ト
を
占
め
、
こ

の
比
率
は
初
期
議
員
に
つ
い
て
の
第
E
表
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
高
い
c

さ
ら
に
そ
白
う
ち
「
大
ジ
エ
ン
ト
リ
」

t
「
小
(
及
び
没
落
)
ジ
ェ
ン
ト

《

2
v

リ」

b
L
の
比
率
を
(
た
だ
ふ
の
o
E弓
一
と
あ
る
分
類
不
可
能
の
分
を
除
外

し
て
u

と
れ
ば
、
五
二
名
対
三
七
名
と
な
り
(
そ
の
百
分
比
T

九
八
パ
ー
セ

ン
ト
対
凹
二
パ

l
セ
ン
、
こ
れ
を
後
論
の
た
め
ジ
エ
ン
ト
リ
全
体
の

「
平
均
出
率
」
と
す
る
〉
、
独
立
派
に
あ
っ
て
「
大
ジ
エ
ン
ト
リ
」
が
多

数
を
占
め
た
己
と
、
し
か
し
「
小
ジ
エ
ン
ト
リ
」
の
比
率
も
か
な
り
大
き

い
と
、
と
が
知
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
ぼ
あ
い
、
ユ
I
L
N
D
主
た
る
分
類

(
3
V

ハ
4
〉

基
準
は
、
年
収
二
、

0
0
0ポ
ン

γ
で
あ
り
、
通
常
と
ら
れ
る
基
準
か
ら

す
れ
ば
、
む
し
ろ
前
者
は
「
巨
木
ジ
エ
ン
ト
リ
」
で
あ
り
、
後
者
も
富
裕

た
周
を
含
ん
だ
、
た
だ
前
者
と
区
別
さ
れ
た
か
ぎ
り
で
白
「
小
ジ
ェ
ソ
ト

リ
」
で
あ
る
。
さ
て
問
題
は
、
じ
D
eノェ

Y
ト
リ
の
区
分
が
、
政
治
党
派

Lr
し
て
の
独
玄
派
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
に
あ
る
Q

ハ
5
v

政
治
情
耐
を
一
市
す
上
の
欄
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
ロ
こ
こ
で
、
プ
ラ

イ
ギ
リ
久
平
命
の
「
主
体
」

j
 

イ
ド
・
パ

l
ジ
の
対
象
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
2
、
同
王
処
刑
に
否
定

〔

ー

的
態
度
を
と
っ
た
3
4
の
三
者
は
、
明
ら
か
に
独
立
派
内
の
右
翼
的
要
素

〔
〔

を
表
示
す
る
。
い
ま
こ
一
一
れ
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
算
出
す
る
と
、
そ

こ
で
は
「
大
ジ
エ
ン
ト
リ
」
の
比
率
が
、
さ
き
の
「
平
均
比
率
」
上
り
約

六
パ
ー
セ
ン
ト
ヒ
ま
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
L

乙
対
照
的
要
素
は
明
ら
か
に
棋

〕

逆
議
員
5
で
あ
ろ
う
。

r
の
一
後
者
で
は
逆
に
「
小
ジ
ェ
ン
}
リ
」
が
圧
倒

〔

的
に
多
〈
、
そ
の
比
率
は
「
平
均
比
率
」
よ
り
一
九
パ

l
セ
γ
ト
上
ま
わ

る
。
さ
ら
に
、
二
ハ
四
七
年
長
老
派
の
議
会
制
圧
に
よ
り
軍
隊
に
逃
げ
込

]

〕

ん
だ
議
員
、
初
期
独
企
派
を
表
示
す
る
ー
と
「
残
部
議
員
」

6
と
を
対
比

L

F

L

 

す
る
た
ら
ば
、
初
期
独
立
派
に
あ
っ
亡
「
大
ジ
ヱ
ン
ト
り
」
の
比
率
は
、

「
平
均
比
率
」
よ
り
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
大
き
く
、
革
命
の
決
定
的
瞬
間
を

経
過
し
た
直
後
の
後
告
に
あ
っ
て
は
、
ほ
ぽ
「
平
均
比
半
」
に
一
致
す
る
。

総
じ
て
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
論
q

つ
け
る
こ
と
が
、
許
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
イ
ド
・
パ
ジ
か
ら
ク
μ

ム
ウ
エ
ル

政
権
成
立
に
い
た
る
経
過
が
独
立
派
の
権
力
掌
握
の
コ
ス
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
こ
れ
に
た
い
ず
る
消
極
的
要
素
が
「
大
シ

z
y
ト
リ
」
に
よ
り

多
く
、
逆
に
積
極
的
要
素
が
「
小
ジ
ェ
ン
}
リ
」
に
よ
り
る
J

〈
、
代
表
ぎ

れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
の
初
期
議
会
か
ら
「
残
部
議

会
」
へ
の
「
大
。
ノ
A

ン
l
り
」
の
比
重
の
漸
減
円
、
党
全
体
の
司
与
権
の

「
議
会
独
立
派
」
同

U
R
E日
2
件

P
4
H
E
o官
民
自
立
(
へ
ン
り
・
グ
ェ

ハ
6
〉

イ
ン
及
び
オ
り
グ
ァ
・
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
指
導
)
か
ら
「
軍
隊
独
立
派
」

町
田
吋
H

ロ
骨
目
。
口
骨
且
ω

(

オ
リ
グ
ァ
・
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
指
導
)
へ
の
推

第
八
十
六
巷

四

第
六
号

五
五



イ
ギ
リ
ス
革
命
の
「
主
体
」

移
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
い
る
ω

同
「
世
帯
ジ
ェ
ン

l
u
」
と
い
う
こ
の
ュ
!
ル
の
用
語
は
、
明
ら
か

に
、
「
ジ
エ
ン
ト
リ
論
中
」
に
お
け
る
}
レ
パ
l
・
ロ
パ
の
ジ

ェ
i
マ
を
完
祉
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
出
る
も
の
で
あ
ゐ
。
門
町
。

J

ペ
E
P
。守

h
N
T
E》

h
h
H
mプ
出

回

叶

H
O
〈
。
門
出
。
℃
2
-
H
F
O

ロ
σ
E
4
5
8
5ち
一
同
同
国
印
ロ
唱
一
官
庁
日
百
件
し
か
し
「
小
ジ

エ
ン
ト
リ
」
の
な
か
に
は
恐
ら
く
「
新
興
同
」
も
ま
た
ふ
く
ま
れ
で

い
る
の
で
あ
ゐ
。
両
者
合
一
掃
す
る
こ
と
は
、
ュ

I
ル
の
本
米
の
意

図
か
ら
し
て
も
阿
国
が

ιろ
う
υ

た
ど
「
没
落
」
府
も
そ
の
家
系
は

ど
う
あ
れ
、
そ
白
収
入
規
棋
が
非
命
の
晦
点
で
「
小
ジ
エ
ン
ト
リ
」

た
い
し
は
そ
れ
に
近
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
「
小
ジ
エ
ン
ト
リ
」
で

あ
る
。
こ
こ

σは
便
宜
上
以
下
一
括
し
て
「
小
ジ
エ
ン
ト
リ
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る

o
mし
、
ュ
l
ル
の
意
図
ー
と
は
別
に
、
「
新
興
周
」

を
ふ
く
め
て
の
そ
れ
で
あ
る
。

ω
ロ
〈
E
P
も

ミ

℃

5
0

ω
ュ
l
ル

O
分
類
マ
は
、
年
収
一
一
、

0
0
0ポ
ン
ド
以
上
の
も
の
、

白
族
及
び
そ
の
子
息
、
「
州
内
で
社
会
的
に
重
要
な
地
位
を
明
瞭
に

侃
持
し
て
い
る
も
の
」
等
が
「
大
ジ
z

ン
ト
リ
」
、
一
一
、

0
0
0ポ

ン
ド
以
下
の
も
の
及
び
「
没
落
し
つ
つ
あ
お
も
の
」
が
「
小
ジ
ェ

γ

ト
り
」
で
あ
る
。
『
吉
弘

U
H
ω
中

伸
一
七
世
記
初
頭
の
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
証
可
に
よ
れ
ば
、
ジ

ヱ
ン
ル
マ
ン
の
年
収
は
、
通
常
ロ

γ
ド
ン
と
そ
む
周
辺
で
六
五
心

第
八
十
六
巻

四

四

五
一」ノ、

第
六
号

ー
一
、

0
0
0ポ
ン
ド
、
辺
境
で
コ

o
o
i四
0
0ポ
ン
ド
で
あ
り
、

ま
た
貴
族
二
一
、

0
0
0
J五、
0
0
0ポ
γ
ド
、
ナ
イ
ト
一
、

0
0
0
1

二、

0
0
0ポ
ン
ド
、
エ
ス
ク
ワ
イ
ア
五

0
0
1
一、

C
0
0ポ
ン
ド

e
あ
る
。
叶
HM

宅門戸
g
p
叶
r
h
N
R
芯
色
町
、
別
内
向
さ
れ
M
A
s
s
o
b
c
s

~
E
P
H
U司
口
、

N
D
N
A炉
、
占
戸
。
日
仏
己
何
回

H
E
K
S》
J
o
b
s
r

日
)
】
寸
由
也
ロ

-
M
P
D
a
冨

明

問

。
o
g
p
。も

S
T
H
U
旧

E
-
H
M
H
N
∞

」
I
ル
の
や
ノ
ェ
シ
ト
リ
が
広
義
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
4
7
J

ぼ
し
た
と

し
て
も
、
「
来
車
」
を
J

ノ
エ
ン
ト
リ
の
平
均
僻
に
求
め
て
い
る
と
す

れ
ば
、
か
れ
の
そ
れ
は
、
や
や
過
大
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
キ
l

ラ

i
比
五

0
0
l
一、

0
0
0ポ
ン
ド
を
中
位
、
一
、

c
o
o
-
-

玉

0
0ポ
ン
ド
を
宵
補
、
一
、
五

C
0ポ
ン
ド
以
上
を
非
常
に
富
裕

之
分
類
し
て
い
る
。
国
礼
子
匂
旬
以

ω叶
史
家
の
あ
い
だ
に
「
基

準
」
、
個
々
の
数
値
の
算
定
根
拠
と
柏
同
等
に
つ
い
て
共
通
り
も
の

が
確
立
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
諸
研
究
の
成
果
を
総
括
す
る
こ
と
に
は

な
お
危
険
を
伴
っ
て
い
る
。

ω
こ
の
欄
に
か
ん
す
る
以
下
の
説
明
に
つ
い
て
は
す
べ
て
、
止
の

4
V
-
E
-
p
cモ

sm一
一
宮
古
田
叶
l
l

∞
由
同
日
C

的
W

円
山

S
N丸
一
回
ν日
U
h
R山
仏

ω

い
う
ま
で
も
な
く
以
仁
の
検
討
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ナ
l
ル
に
土
孔
ば
、
多
く
の
独
立
派
議
員
が
小
ジ
一
ム

γ
f
リ
で
あ
っ
た
に

し
ろ
、
制
じ
用
は
長
老
派
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
他
万
と
く
に
d

初
期
独
立

派
を
と
れ
ば
、
そ
の
多
数
は
大
ジ
ェ
ン
ト
り
で
あ
っ
て
、
「
長
老
派
の
大



ハ
1
v

部
分
と
同
じ
叩
何
度
に
、
社
会
的

ι重
き
を
た
し
て
い
た
人
々
で
あ
る
」
。

わ
た
し
は
こ
こ
で
、
独
立
派
と
長
老
派
の
こ
の
近
似
的
側
面
一
一
議
会
に
つ

い
て
全
体
と
し
て
考
察
す
る
か
ぎ
り
少
く
止
も
同
派
は
と
も
に
多
数
凸
大

ジ
エ
ン
ト
リ
会
合
む
ザ
ノ
ヱ
ン
ト
リ
勢
力
で
あ
っ
た
)
を
も
強
調
し
て
お
い

て
よ
か
ろ
う
。
だ
が
も
ち
ろ
ん
問
題
は
、
ジ
エ
ン
ト
リ
の
い
ず
れ
の
周
が

い
ず
れ
の
党
派
に
よ
り
各
〈
代
表
さ
れ
て
い
た
か
に
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ

に
は
、
こ
れ
ら
の
党
派
の
要
求
と
そ
の
実
践
の
仕
方
の
相
違
の
問
題
で
あ

ろ
う
(
次
摘
に
お
い

C
幾
分
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
)
。
し
か
し
こ
こ

で
の
対
象
に
つ
い
て
い
え
ば
、
史
料
の
欠
除
の
ほ
か
に
、
議
会
に
相
野
を

限
定
す
る
か
ぎ
り
、
完
全
に
は
明
隙
な
こ
士
え
を
え
る
こ
と
の
本
来
閑
難

な
問
題
で
も
あ
る
ロ
け
犯
し
選
挙
が
一
五
世
紀
以
来
の
伝
統
的
選
挙
法
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
苦
り
、
議
会
に
え
ら
ば
れ
う
る
階
層
は
、
引
会
的

に
限
定
さ
れ
て
い
た
か
「
円
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
さ
き
に
あ
げ
た
の
こ

り
二
つ
の
「
場
」
に
着
目
す
る
こ
と
が
、
と
く
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
。
そ

の
こ
と
は
ま
た
、
独
立
派
が
議
会
の
少
数
派
で
あ
っ
た
こ
と
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
か
れ
ら
が
権
力
合
掌
握
す
る
に
い
士
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
こ

と
、
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ロ

ω
口

J
E
F
も
包
}
】
宅
供
回
目
。

配
つ
ぎ
に
、
中
央
の
政
治
舞
台
か
ら
離
れ
て
、
地
方
に
つ
い
て
、
独

[
 

立
派
の
階
層
を
確
認
し
土
う
。
地
方
に
あ
っ
て
議
会
の
活
動
を
支
え
た
の

は
、
各
州
に
つ
く
ら
れ
た
州
革
命
委
員
会
で
あ
る
ロ
一
六
四
二
年
か
ら
五

O
年
に
か
け
て
全
国
に
約
四

O
存
在
し
た
こ
り
「
別
の
議
会
」
い
わ
ゆ
る

イ
ギ
り
ス
半
命
の
「
主
体

「
州
委
員
企
」
己
お
円
。
自
宅
ゎ
o
S
E
E
Z

の
構
成
に
ふ
れ
る
こ
之
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
か
ら
も
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
党
匝
の
対
象
に
と
っ
て
最
大
級
の

窓
義
を
も
っ
て
い
る
。
け
だ
し
州
委
員
会
の
権
限
は
、
き
わ
め
て
広
範
に

ハ
1
v

わ
た
り
、
議
会
の
革
命
行
政
の
多
く
が
こ
り
機
関
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
、

逆
に
そ
の
構
成
の
い
か
ん
は
、
こ
れ
に
決
定
的
た
影
響
を
も
ち
う
る
も
の

だ
っ
七
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
東
市
部
の
お
γγ
ト
お
よ
び
中
部
の
ス

ハ
2
)

タ
フ
ォ
ド
シ
ャ
の
例
を
と
り
、
そ
こ
で
の
政
治
的
対
『
正
と
階
府
と
の
関
連

を
通
亡
て
独
立
派
り
附
用
を
位
世
づ
け
る
こ
と
に
す
る
白

ω
州
委
員
会
は
、
ふ
つ
う
の

E
虫
色
円
。
日
目

E
2、
目
。
ρ
百

件
目
白
oロ
円
O日
目

5
0
0一〉
2
0ロ
E
n
o
E
E
R件
。
伶
の
一
一
種
を
ふ
く

ん
で
い
た
ω

も
っ
と
も
中
心
的
な
機
関
は
前
者
で
あ
る
が
、
そ
の
メ

ン
バ
ー
は
多
か
れ
少
か
れ
重
殺
し
て
い
る
。
委
員
会
の
権
限
は
、
一

六
四
三
年
五
月
一
一
一

C
日
の
条
令
お
よ
び
同
軒
に
出
さ
れ
た
宵
且

z

n
p
oロ
凶
什
C

白
g
H
O
同
仏
門
HO
己件。ロ
mw
戸時
U

伊
国
弘
ロ
命
日
u
d
汁
て
門
お
ロ
件
。

ロ
E
Z
に
細
目
規
定
さ
れ
て
い
る
。
事
実
上
行
使
さ
れ
た
諸
権
限

を
列
牟
す
れ
ば
、
以
下
む
と
お
り
で
あ
る
ω

治
安
判
事
の
怪
命
、
一

般
司
法
、
行
政
、
戦
費
の
調
達
、
常
備
軍
・
臨
時
防
備
平
の
指
揮
・

統
括
、
武
器
出
の
管
理
、
反
革
命
派
に
た
い
す
る
逮
捕
投
獄
、
そ

の
所
慣
の
益
軒
え
・
管
理
、
等
々
。
ロ
同

P

H

V

A

開

2
2
F
H
P

D
幸
之
、
町
O
S喜
之
内
町
内
久
同
室
内

E
N
F
G
h
N
G
N
N
M
g
F
H
U
U
由

1
5い日

川

W

こ
こ
で
主
と
し
て
依
川
叫
す
る
の
は
、
最
近
の
二
つ
の
労
作
〉
V

昌

阿川〈

2
H淳
司
。
い
守
口
町
お
よ
び
口
出
回
UOロロ
E
四件。ロ
P
回《同
H

K

〆

第
八
十
六
巻

四

五

第
六
号

五
七



イ
ギ
リ
ス
本
命
。
「
主
体
」

国
E
古

(
O
Q
Y

叶
宮
町
。
還
さ
主
主
邑

ωEH可
ミ
礼
』
町
民
I
H内
泣
い
叶

S
G

D
王
立
国
Q
o
b
-
t
z
m
M
m
Q
『
。
五
与
刊
誌
門
UQ
足
立

v
o
v
S草
淀
川
立
で
あ

る
@
こ
の
二
つ
の
文
献
を
利
用
し
え
た
の
は
、
富
岡
次
郎
氏
の
御
好

+
誌
に
よ
る
D

例
一
ケ
ン
ト
白
川
委
員
会

議
会
の
立
場
か
ら
は
、
州
委
員
会
編
成
の
重
要
性
は
、
な
に
よ
り
も
そ

れ
が
「
地
方
ジ
エ
ン
ト
リ
の
勢
力
と
財
力
」
を
動
員
す
る
も
っ
主
も
強
力

ハ
ユ
〉

か
っ
有
効
な
組
織
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

A
・
M
-
エ
ヴ
ァ

(
2
U
 

り
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
約
七

0
0余
の
ケ
ン
ト
の
ジ
エ
ン
ト
リ
の
な
か
に
、

は
っ
き
り
と
二
つ
の
階
府
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
数
教

区
に
わ
た
っ
て
所
棋
を
も
っ
文
ジ
ェ
ソ
ト
り
の
グ
山
ア
で
あ
っ
て
、
一
一

の
人
な
い
し
三

O
人
の
バ
ロ
ネ
γ

ト
や
ナ
イ
ト
に
ひ
き
し
ら
れ
、
州
全
体

を
支
配
す
る
「
州
ジ
エ
ン
ト
リ

E
戸
ロ
弓
四
百
件
弓
を
構
成
し
て
い
る
。

か
れ
ら
の
主
た
る
活
動
の
場
は
、
「
教
区
で
は
な
く
州
」
に
あ
り
、
そ
の

支
配
の
背
討
は
、
「
ほ
と
ん
ど
全
ジ
ェ
ン
ト
り
を
一
つ
の
系
統
樹
に
関
係

せ
し
め
る
」
ほ
ど
の
一
綱
戚
関
係
の
環
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
一
マ
ナ
以

下
程
度
の
所
領
し
か
も
た
ぬ
多
数
白
「
教
区
ジ
エ
ン
ト
リ
」
宮

3
0
V
E

m
o
E
3
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
は
教
区
の
有
力
者
、
教
区
の
地
土
で
あ
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
、
一
一
ハ
世
組
後
半
以
降
商
人
や
法
律
家
か
ら
成

り
上
っ
た
少
数
白
「
新
#
主
判
」
話
者
1
8
E
R
Z
ω

の
層
を
ふ
〈
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
議
会
の
ケ
ン
ト
掌
握
の
謀
題
は
二
つ
の
問
題
を

ふ
く
ん
で
い
た
。
第
一
に
い
か
に
し
て
「
州
ジ
エ
ン
ト
リ
L

を
統
制
し
、

第
八
十
六
番

四

ノ、

第
六
号

五
/¥ 

か
れ
ら
の
支
配
力
を
南
川
す
る
か
、
第
二
に
い
か
に
し
て
教
区
を
統
制
す

る
か
、
け
だ
し
教
区
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
住
民
統
制
こ
そ
は
、
「
委

員
会
活
動
の
究
極
的
基
礎
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結
論
的
に
い
〉
げ
ん
は
こ

う
で
あ
る
。
ウ
ン
ト
の
ジ
ェ
ン
ト
り
の
二
つ
の
階
層
区
分
は
、
州
呑
員
会

。
構
成
と
そ
の
政
策
に
反
映
さ
れ
た
。
寸
川
川
ジ
ェ

Y

ト
リ
」
(
大
。
ノ
エ
ン
ト

リ
)
の
グ
ル
ー
プ
は
、
中
央
に
お
け
る
長
老
派
支
配
に
平
行
し
た
王
党
派

r
た
い
す
る
微
温
的
政
策
日
邑
司

E
O
司

orミ
を
ー
と
り
、
他
方
「
教
区

別
ノ
エ
ン
ト
リ
」
(
小
ジ
エ
ン
ト
リ
)
の
グ
ル
ー
プ
は
、
独
立
派
の
進
出
、
と

(
3
〉

相
応
じ
た
主
戦
派
君
白
H
M

川
口
守
を
構
成
す
る
。
そ
し
亡
こ
り
両
グ
ル
ー

プ
の
対
立
と
何
者
の
比
重
の
変
化
が
、
議
会
町
ケ
ン
ト
掌
握
。
二
つ
の
問

題
の
二
者
択
一
的
性
格
か
あ
ら
わ
に
し
、
議
会
目
休
に
お
け
る
長
老
派
か

ら
独

M
派
へ
の
首
導
権
の
推
移
に
照
応
し
た
、
し
乙
い
う
〕
と
で
あ
為
。
具

ハ
4
)

休
酌
に
み
て
い
こ
う
|
|

州
委
員
会
心
業
務
は
、
常
時
九
五
訟
に
同
席
し
、
委
員
会
の
政
置
か
左
右

し
た
少
数
者
か
ら
な
る
非
公
式
の
中
核

8
2
に
よ
り
、
事
実
ト
運
倍

さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
主
た
そ
こ
に
、
「
川
川
シ
ア
ン
ト
リ
」
主
「
教
区
ジ

ェ
シ
ト
リ
」
の
対
立
が
、
も
っ
と
も
尖
鋭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
第
V

表
は
、
こ
の
中
桟
の
変
化
と
そ
の
画
期
主
な
っ
た
事
態
と
を
概
括
し
た

も
の
で
あ
ゐ
。
壬
貝
会
が
旧
円
。
E
E
E出
。
ロ
か
ら
漸
次
的
に
亮
足
し

た
一
六
凹
一
年
を
通
じ
て
、
議
長
リ
l

e

エ
ド
ワ
ド
・
へ
イ
ル
ズ

ω再
開

仏

4
3
E
出
巳
2
に
ひ
き
い
ら
れ
た
中
核
は
、
サ

1

・
ア
ン
ソ
ニ

ー
・
ウ
エ
ル
グ
ン
印
肖
〉
丘
町
。
♀
当
105。
口
を
指
導
者
と
す
る
少
数
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持

勺備

イ
ギ
リ
ス
羊
命
。
「
主
体
」

の
急
進
派
を
の
ぞ
い
て
、
圧
倒
的
に
「
州
事
ノ
ェ
ン
リ
」
の
徴
温
的
気

分
担
。
骨
H
E
Z
M討
を
反
映
し
て
い
た
。
四
二
年
末
へ
イ
ル
ズ
が
追
わ

れ
て
ウ
エ
ル
ダ

γ
が
議
長
と
な
り
、
翌
凹
三
年
九
月
吾
員
会
が
は
っ
き

り
恒
常
的
に
制
度
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
核
は
ウ
エ
ル
グ
シ
を
中
心

と
し
た
一

O
名
ー
と
な
り
、
そ
り
比
重
は
急
進
派
に
有
利
と
な
っ
た
。
一

つ
の
画
期
は
、
中
央
に
お
い
て
長
老
派
Lr
独
立
派
心
対
立
が
表
面
化
し
、

後
者
が
草
障
を
掌
握
す
る
に
い
た
っ
た
「
ニ
ュ

I

・
モ
デ
リ
ン
グ
」

出
0
4
1
Z
c
骨
]
吉
田
の
時
期
に
訪
れ
る
。
こ
心
直
後
に
任
命
さ
れ
た
委
員

会
で
は
、
「
州
ジ
品

γ

}

リ
」
の
栴
導
的
メ
ン
バ
ー
会
ふ
く
む
旧
委
員

一
三
名
が
帯
さ
れ
、
新
任
さ
れ
た
二
名
の
な
か
に
、
ロ
ミ
l
ト
へ

(
5
v
 

イ

ル

同
O
ず
の
早
出
巳
ο
を
中
心
ー
と
し
た
「
独
立
教
会
派
」
円
ロ
骨
同
国
ロ

骨
昇
。
戸
自

nv
目
。
自
ず
る
叫
が
拾
頭
す
る
。
中
核
か
ら
の
「
州
ジ
ヱ
ン

ト
リ
」
の
脱
落
は
ー
だ
い
に
つ
一
b

ま
り
、
四
六
年
末
に
は
、

v
て
の
大
部

分
が
消
え

c
、
い
ま
や
「
教
区
ジ
エ
ン
ト
リ
」
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と

一E
t
4
H
V
I
ズ

な
り
、
と
り
わ
け
数
人
の
「
新
参
者
」
が
進
出
刊
し
た
。
と
は
い
え
こ

れ
は
、
中
核
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
な
お
委
員
会
全
体

は
、
か
な
り
の
「
州
ジ
ェ
ン
ト
り
」
を
包
含
し
て
い
ゐ
。
全
体
的
な
か

っ
も
っ
と
も
決
定
的
な
面
川
は
、
第
二
次
内
乱
と
そ
の
結
果
と
し
て

O

独
立
派
の
権
力
輩
出
日
時
期
で
あ
る
。
四
九
年
に
再
控
さ
れ
た
委
員
会

は
、
各
教
区
か
ら
二
名
に
一
人
り
わ
り
で
「
小
ジ
ェ
ン
ト
り
」
目
H

E
同
唱
己
弓
が
え
ら
ば
れ
、
こ
こ
に
「
教
区
ジ
エ
ン
ト
リ
」
部
州
委

民
会
全
体
の
な
カ
に
圧
倒
的
多
数
乞
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
革
命
の
進

第
八
十
六
巻

四

七

第
六
号

五
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イ
ギ
リ
ス
斗
命
の
「
主
体
」

62 

行
に
つ
れ
て
、
委
員
会

宇
一
体
の
な
か
で
、
パ
ロ

3

イ
ヅ

t
や

ブ

イ

ト

の

「
上
級
ジ
エ
ン
ト
リ
」

の
比
置
が
漸
減
し
、
そ

れ
に
逆
比
例
し
て
エ
ス

ク
ワ
イ
ア
や
ジ

z
γ
ト

ル
マ
ソ
と
呼
称
さ
れ
る

「
下
級
ジ
ェ
ソ
ト
リ
」

の
比
重
が
増
大
す
る
こ

と
、
工
丘
作
品
ジ
エ
ン
ト
リ

口
比
半
出
へ
つ

τ、
逆

=ュ
I
』

P
J

【
ズ

に
「
新
参
者
」
が
進

出
し
て
ゆ
く
こ
と
‘
こ

れ
ら
の
こ
し
ζ

は
す
べ
て

(
o
v
 

第
百
表
心
た
か
に
、
数

山
川
的
に
確
認
す
る
こ
ー
と

が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
中

矢
に
お
け
る
独
丘
派
の
進

出
は
、
ケ
ン
ト
の
州
委
員

会
に
あ
っ
て
、
「
教
区
ジ

第
八
十
六
巻

第
六
分

ノ、。

凶

ノ、

ェ
ン

1
リ
」
(
小
シ
ヱ
ン
ト
リ
〕
の
進
山
と
し
て
現
れ
、
議
へ
一
品
の
ケ
ン
ト
掌

握
町
重
点
は
、
「
州
ジ
ェ
ン
下
リ
」
へ
の
依
存
か
ら
「
教
区
ジ
ェ
ン
ト
ロ
」

(
教
区
の
地
主
〉
へ

E
推
移
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
独
す
派
の

基
軸
は
こ
こ
で
、
大
ジ
ェ

γ
ト
リ
か
ら
区
別
さ
れ
た
小
ジ
エ
ン
ト
リ
に
あ

る
こ
し
乙
品
、
さ
き
に
確
認
し
た
議
会
に
つ
い
て
よ
り
も
、
は
る
か
に
悶
僚

に
示
さ
れ
て
い
る
。

川

W

Q

K

F

出

巴

0

邑
-
h
h
s
E
2
2
~凶
刊
誌
民
主
司
五
戸
市

H
H
C
}

A
Hい
o
t仏
国

口

出

℃

O
ロ
E
ロ関内
O
口
巴
邑
H

V

同
u
o
Z
(
O《同
)
v
C
4守

q
N
九、司日
U

K
〈
i
u
h
A
2

ω
h〆
]
百

F
d
H
F
4
S
N
一
弔
∞
l

。

ω
「
川
ジ
ェ
ン
リ
」
と
「
教
日
比
ジ
ェ
ン
ト

9
」
と
の
区
分
の
某
単

は
叙
上
の
ご
と
く
記
述
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
明

献
で
は
な
い
。
ま
た
こ
の
昆
分
は
、
社
会
的
勢
力
主
も
考
隠
し
た
も

の
で
あ
コ
て
、
経
済
的
な
そ
れ
を
た
だ
ち
に
表
示
す
る
も
の
で
は
な

い
。
だ
が
そ
れ
が
ほ
ぼ
土
地
所
有
|
|
財
産
規
棋
山
大
小
の
医
分
に

一
致
し

τ
い
る
こ
止
は
、
エ
グ
ァ
リ
ッ
ト
の
行
前
り
う
ち
に
明
ら
か

で
あ
る
。
た
だ
そ
の
ば
あ
い
去
嘩
は
、
恐
ら
く
さ
き
の
議
会
に
つ
い

て
の
ユ
!
ル
モ
れ
工
り
低
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

仙

川

口

町

柏

市

V
N
R叫
}

】

U

句
回
一
凶
日
由

同
旧
中
核
の
大
部
分
は
非
改
宗
の
同
教
会
信
徒
で
あ
っ
た
。
ロ

S
N
A凶
』

]

川

N
m

川

w
右
端
の
欄
だ
け
、
エ
ヴ
ァ
り
γ

↑
の
斗
土
中
の
説
明
か
ら
補
足
し



上と
うすほ最例

ドぼ近ニた
同公も
じ刊スの
対さタで
立れ 7 あ
とナニオる

階スド
層タシ同
のフヤピ?
交オ白?
替ド州唱
をシ委 h

読キ員口
みの金
k 州
る委
こ員
主会
カミ 百己
で録
きか
るら

ーも
摘ケ
記ン

L ト

こ
こ
で
ケ
ン
干
の
ウ
エ
ル
グ
ン
に
あ
た
る
人
勧
は
、
サ

1

・
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
プ
ヲ
I
ト
ソ
凹
弓
毛
E
E自
由
2
2
Zロ
で
あ
る
。
か
れ
に
ひ
き

ユユ
l

力

F
f
ズ

い
ら
れ
た
小
ジ
エ
ン
ト
リ
お
よ
び
「
新
参
者
」
の
グ
ル
ー
プ
が
、
両

王
国
委
員

A---下
院
と
結
ん
で
主
戦
派
君

R
P
G
q
を
構
成
し
、

長
老
派
|
|
上
院
と
連
繋
し
た
和
平
派

M
U
E
2
司
自
司
ム
般
ジ
エ
ン

ト
リ
ー
と
対
止
す
る
。
「
一
一
ュ
l
・
モ
デ
リ
ン
グ
」
心
時
期
は
こ
こ
で
も

前
者
に
よ
ゐ
首
導
権
の
奪
取
を
も
っ
て
画
期
さ
れ
た
。
こ
の
変
化
は
、

「
阿
凹
年
木
に
プ
ヲ
i

}

ン
の
イ
一
一
ジ
キ
チ
グ
に
よ
一
J

て
行
わ
れ
た
ス

タ
フ
ォ
ド
〔
市
)
の
ガ
ヴ
ァ
ナ
!
日
。

zzz
を
ル
イ
λ

・
チ
み
ド

ウ
ィ
ッ
ク

F
0
4
5
円
U
R
H
d
z
w
か
ら
へ
γ
リ

l

ス
ト
ー
ン
出
。
ロ
l

弓

p
o
E
に
か
え
る
事
件
に
象
曲
さ
れ
て
い
る
」
。
前
者
は
「
非
常
に

名
門
白
、
身
分
と
、
財
席
あ
る
人
物
」
で
あ
っ
た
が
、
後
者
は
「
宮
給

で
は
あ
っ
た
が
と
う
で
い
同
じ
附
艇
で
は
な
く
」
、
「
ジ
エ
γ
ト
ル
マ
ン

と
し
て
通
る
程
度
の
一
刊
人
」
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
り
は
、
プ
ラ

1

ト
ン
派
が
あ
る
程
度
。
大
衆
的
支
持
を
え
て
い
た
、
と
の
ク
一
ア

ν
γ
ド

ハ2
u

ン
の
指
摘
で
あ
る
。
ー
と
は
い
え
間
派
の
対
ー
が
と
う
て
い
ジ
ェ
γ
ト
リ

白
内
出
争
い
の
ワ
ク
を
出
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
と
で
明
瞭

イ
ギ
り
ス
半
命
り
「
主
体
」

に
示
さ
れ

τ
い
る
@
両
派
白
主
要
人
物
は
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
政
権
の
も

〈

3
》

と
で
共
に
各
積
の
委
員
会
に
同
出
し
た
。

も
ち
ろ
ん
放
少
い
例
か
ら
一
般
化
す
る
こ
と
は
危
険
で
め
る
υ

だ
が
最

近
の
と
の
問
旭
に
か
ん
す
る
地
方
史
研
究
の
成
果
の
多
く
は
、
ほ
ぼ
同
じ

ハ
4
v

事
態
の
確
認
に
帰
着
し
て
い
る
ロ

ω
口

口

出

HVO目
ロ
四
件
。
ロ

E
♀

H
〉

同

S
Z
ハ
E
〕
一
各
三
一

日ν
U
M
M
2
M
Mハ
uC同】ヨ一【ぐ出
H
E
M
p
p
n
M
M
d
一HMMMロ
r
日
仏
国
回
目
白

ω
何
色

4
E
E
F
E
E
n
F
5見
。
回
、
い
R
E
i
s号
、
対
久
町
宮
旬
、
守

ぬロ
E
-
N
Q
S
礼
円
N
2円引で
a-司
令
刊
誌
同
shEWN丸
、
〆
回
一
四
日
寸
目

的

円

同

ヨ

出

H
V
E
E
m
gロ
宮
島
同
十
P
F
Z
E
(
E
)ら
も
む
時

市町

VHMMAM門
戸

1-[MnM門別戸
HH

ω

Q

〉
門
君
。
。
-
戸

H
4
C
N
N
E
-
S
5
f
i
s
Z
ω
町村

E
こ
で
ミ

2
-
u
n
v
p
U
阿
H}kr-出
口
。
E
ヨ
屯
晃
一

2
]
ω
n
v
p日U
H〈
司
門

出
口
「
一
回
。
。
。
耳
目
E

2日肖
1
E
5
H
M
O片
付

FAυ

同
04。

zt。
μ
¥
E

NU暗証
3
E塁
包
s
s
s
n出
回

2
u
N£
N
S
F
-
u
M
M

〕五
以
上
に
み
て
き
た
か
ぎ
り
で
、
独
立
派
は
中
央
(
議
会
)
に
お
い

て
も
地
方
(
州
委
員
会
)
に
お
い
て
も
、
な
に
よ
り
ま
ず
ジ
ェ
ン
ト
り
の

党
で
あ
っ
た
、
さ
ら
に
党
の
中
核
は
、
巾
夫
に
お
い
て
あ
る
程
度
ま
で
、

地
方
に
お
い
て
よ
り
明
般
に
、
「
小
シ
ェ
〆
ト
り
」
屑
の
う
ち
に
あ
っ
た
、

と
ほ
ぼ
い
い
え
て
あ
や
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
同
一

党
を
指
導
し
、
権
力
掌
握
に
み
ち
び
い
た
中
伎
は
、
オ
リ
ヴ
ァ
・
ク
ロ
ム

ウ
エ
ル
と
軍
隊
独
立
派
で
あ
る
。
で
は
、
軍
隊
独
立
派
、
と
は
い
か
な
る
層

第
八
十
六
巻

第
六
号

ノ、

四

九



イ
ギ
リ
ス
革
命
白
「
主
体
」

か
。
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
が
指
導
者
と
し
℃
技
場
し
え
た
直
接
の
背
景
は
、
革

命
初
期
に
「
鉄
騎
長
」
町
。
ロ

ω
E
S
を
創
成
し
、
そ
れ
が
独
立
派
に
よ
る

「

ニ

ュ

モ

デ

ル

ア

ミ

i
」
図
。
者
I

肖
。
骨
]
〉
日

4
掌
握
の
基
幹

部
分
を
構
成
し
え

t
こ
ー
と
に
あ
る
。
「
鉄
騎
兵
」
の
徴
募
母
胎
が
、
東
部

(

1

)

 

地
方
と
り
わ
け
「
沼
沢
地
方
」
司

3
-
z
a
の
農
民
に
あ
っ
た
こ
と
、
ク
ロ

ム
ウ
エ
ル
が
一
六
三

0
年
代
に
す
で
に
沼
沢
町
干
拓
を
め
ぐ
る
「
沼
択
長

(

2

)

 

民
甘
回
目
。
ロ
の
一
撲
」
の
同
調
者
ー
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
れ
が
「
鉄
騎
兵
」

編
成
の
歴
史
的
背
民
を
な
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
は
す
で
に
「
伝
説
的
に
」

怜
突
さ
れ
て
き
た
「
事
実
」
で
あ
り
、
革
命
期
に
お
け
る
「
沼
沢
地
方
の

(

3

)

 

王
者
」
円
。
E
o同
F
o
問。
E

と
い
う
か
れ
の
異
名
が
象
徴
的
に
物
語
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
こ
の
こ
と
は
、
ク
ロ
ム
ヴ
エ
ル

l
独
立
派
を
独
立

(
4
v
 

自
信
幽
民
民
層
白
勢
力
と
み
る
わ
が
国
白
通
説
を
う
ら
づ
け
る
も
白
と
な
る

か
。
他
方
で
わ
れ
わ
れ
は
、
独
立
派
と
レ
ず
ェ
ラ

l
ズ
の
対
立
が
、
軍
隊

に
お
け
る
上
扱
士
宮
田
山

U
Eロ
骨

2
と
下
級
士
官
と
り
わ
け
兵
士

E
ロ
W

E
-
己
σ
と
の
分
裂
対
立
と
し
て
現
れ
た
こ
L

と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
全
体
は
、
ど
り
よ
う
な
階
級
関
係
を
表
示
し
て
い
る
の
か
。

川
別
問
。
ロ
】

E
己
は
、
北
海
に
臨
む
巨
大
な
入
江
匹
。
耳
目
『
に
流
入

す
る
当
日
げ
♂
言
、

J
4
0
H
E
E
-
H
A
o
p
p件
。

E
O
の
四
河
川
の
下
流

に
つ
く
り
出
主
れ
た
リ
ン
カ
ー
ン
、
円
γ
チ
ン
ド
γ
、
ケ
ン
プ
リ
ジ
、

ノ

l
フ
ォ
ク
の
何

E
け
〉
ロ
江
戸
山
間
州
に
ま
た
が
る
広
よ
な
湿
地
帯

で
あ
る
。

仰
の
ち
の
民
問
。
便
宜
の
た
め
に
問
E
E
E
の
状
態
及
び
「
H
E
E
2

第
八
十
六
巻

第
六
号

性1

0 

ノ、

む
一
隈
」
に
つ
い
て
若
干
説
明
し
て
お
こ
う
。
例
年
冬
期
に
汎
濫
を

く
り
か
え
す
担
地
帯
と
し
て
の
「
沼
沢
地
方
」
は
、
一
般
に
農
耕
に

通
さ
ず
、
附
随
的
な
自
家
消
費
の
た
め
の
穀
作
が
伴
う
牧
者
従
事
者

が
住
民
の
大
多
数
を
占
め
た
ロ
た
と
え
ば
一

b
世
紀
初
め
の
リ
ン
カ

ー
ン
円
出
o-F同
色
町
。
ロ
に
お
い
り
る
八
つ
の
マ
ナ
の
平
均
で
は
、
放
牧

地
及
び
牧
草
地
の
面
狛
が
耕
地
兼
用
地
を
の
ぞ
い
て
も
、
全
面
積
の

五
ロ
ハ

1
セ
ン
ト
強
を
占
め
る
の
に
た
い
し
、
耕
地
は
二
一
パ

I
M一

γ
ト
弛
に
す
ぎ
ず
、
穀
作
地
帯
(
た
と
え
ば
レ
ス
タ

i
シ
ャ
で
は
耕

地
六
六

t
七
五
川

1
セ
ソ
ト
〉
と
苦
し
い
対
照
を
示
し
て
い
る
。

}
叶
E
E
F
同
3
1
g
w
匂

E
詰
正
司
令
、
遺
室
内
沼
市
司

NU-NAH
叶
伊
豆
σ

4

山

加

え

司

白

河

S
E
E
-
同

EQU函

z
h
s記
乱
立
与
凶
ミ

同

aEミ
}
司
区
間
さ
ら
に
保
有
規
模
は
一
般
に
小
さ
く
、
上
記
の

λ
マ
ナ
巾
五
つ
の
Y

ナ
の
全
体
で
一

O
エ
ー
カ
ー
以
下
七
七
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
、
一

0
1コ
一
心
エ
ー
カ
ー
一
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
三

O

エ
ー
カ
ー
以
上
七
回
一
ハ

1
セ
ン
ト
と
な
り
、
史
料
の
制
約
(
当
該

マ
ナ
以
外
で
の
保
有
心
無
視
等
)
を
考
慮
し
て
も
、
レ
ス
タ
シ
ヤ
。

平
均
の
三
分
の
一
程
度
k
推
定
さ
れ
る
。
但
し
家
畜
所
有
を
考
服
す

れ
ば
、
保
有
規
模
が
表
示
す
る
以
上
に
二
般
に
富
裕
で
あ
っ
た
こ
と

は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
『
叶
E
E
F
毛

皇

、

]
v
-
u
b

H
P
σ
-
o
品
切
お
「
出
制
地
方
」
の
構
成
は
、
一
般
に
、
ミ
ァ
下
フ
ン
ド

農
村
の
そ
れ
に
対
比
し
て
、
よ
崩
が
少
数
の
ス
ク
ワ
イ
ア
で
な
く
J
よ

り
小
き
な
「
中
位
の
ゆ
た
か
な
ヨ

1
マ
ン
の
グ
ル
ー
プ
」
か
ら
な
る



と
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
町
広
唱
噌
当
但
し
保
有
地
の
タ

イ
ト
ル
別
分
布
に
一
り
い
て
は
、
さ
き
の
五
T

ナ
白
う
ら
で
も
、
フ
リ

ー
ホ
ー
ル
ド
五
三
(
ハ

1
セ
ン
ト
、
リ
ズ
ホ
ー
ル
ド
二
七
バ
!
セ
シ

ト
、
コ
ピ

1
ホ
ー
ル
ド
五
八
円

l
セ
ソ
?
の
マ
ナ
か
ら
、
フ
リ
ー

ホ
ー
ル
ド
一
二
・
九
ハ
l
セ
ン
}
、
コ
ピ

1
ホ
ー
ル
ド
九
一
一
ハ

1
セ
ソ

!
の
マ
ナ
ま
で
地
域
差
が
大
き
く
、
一
般
的
に
は
概
括
L
え
な
い
。

国
丘
、
司
む
叶
巴

υzm
総
じ

τ
「
沼
沢
地
方
」
は
、
農
民
に
よ
る

自
家
梢
世
穀
作
と
比
較
的
ゆ
た
か
な
小
規
模
牧
帝
経
世
の
支
配
酌
な

地
帯
と
い
う
こ
と
が
で
た
じ
る
。
こ
こ
で
こ
っ
白
ャ
ー
と
を
強
調
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
第
一
に
、
こ
の
舗
の
小
規
模
牧
畜
経
営
が
、
周

期
的
汎
怖
を
軸
に
制
成
さ
れ
て
い
る
共
同
放
牧
、
排
水
管
理
慣
行
お

よ
び
放
牧
採
草
の
た
め
り
共
同
地
の
存
在
と
な
お
不
可
分
に
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と

g
h
H
吉
弘
弘
、
門
町
内
占
】

H
-
4
4
門
戸
ロ
ロ
百
伺
F
Eロ』

(UG

蕊
言
。
怠
国
民
hhN句
芸
円
。
之
、
誌
、
Y
N
E
a
s
ぬ
位
、
。
旬
、
z
s
g
円
お
き
~
芯
五
hi

a
E高
円
何
回
骨
ロ
冨
5
0
0ロ
E
F
J
q。】

MZ
第
一
に
こ
れ
ら
の
共
同

体
的
管
理
慣
行
の
連
常
が
、
国
王
大
権
巳
援
護
さ
れ
指
導
的
ジ
エ

γ

1
リ
を
桝
成
員
と
す
る
地
主
委
員
会

t
る
「
水
路
官
会
議
」
円
0
2
E
T

自
己
ロ
丘
団
ω当
日
ω
に
掌
撞
さ
れ
て
い
た
三
と

(
g
E
E
H
2
5ロ
R
m

は
治
安
判
事
L

乙
な
ら
ん
で
担
当
地
域
内
の
水
路
、
水
車
、
ダ
ム
等
の

維
持
の
ほ
か
、
一
般
徴
税
、
帯
役
及
び
役
畜
の
徴
発
、
違
背
者
に
た

い
す
る
処
罰
、
下
組
役
人
の
任
免
等
々
を
掌
握
し
、
司
法
、
行
政
の

執
行
者
た
る
の
み
な
ら
ず
ほ
ー
と
ん
ど
「
立
法
者
」
で
す
ら
あ
コ
た
。

イ
ギ
リ
ス
革
命
の
「
主
休
」

こ
れ
ら
の
権
限
は
、
地
主
自
ら
に
よ
る
共
同
権
侵
害
む
ば
あ
い
に
は
、

し
ば
し
ば
通
用
さ
れ
え
に
事
情
に
注
窓
)
。
円
同
国
門
口

R
F
J
叶

r

b
苦
言
E
h
A『
刊
宮
町
E
F
U噌
目
白
凶
と
己
ろ
で
、
革
命
に
先
だ
っ

一
世
紀
の
こ
の
地
方
の
農
業
上
の
問
題
は
、
牧
玄
川
の
発
展
に
伴
っ
て

放
牧
地
の
京
市
止
を
招
来
し
て
い
た
こ
と
で

b
り
、
そ
れ
は
、
す
で
に

一
六
世
紀
か
ら
不
可
避
酌
に
、
地
主
と
一
離
農
民
と
の
あ
い
だ
に
、

し
ば
し
ば
共
同
地
用
益
植
を
め
ぐ
る
紛
争
を
惹
起
さ
せ
た
。
ロ
同
]

J
E
H
H
ω
F
4
s
h
-
M
V閉
】
印
寸
山
田
こ
れ
が
い
わ
ば
消
沢
地
の
騒
援

の
先
縦
で
あ
る
ロ
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
一
六

0
0年
に

「
全
般
的
コ
l

拓
条
令
」
が
発
布
さ
れ
(
品
目
H
E
σ
E
Y
E
-
u
口一

ρ
ロ
ozι
日

出

ロ

己

目

σ》
J
4
昼
、
出

NU)
、
国
王
の
特
罰
状
に

も
と
づ
き
、
貴
族
・
大
ジ
ェ

γ
ト
リ
(
開
耳
目
。
同
国
丘

HCE、
何
日
目

。
H
r
p《同
mmwヲ
印
月
〉
ロ
仲
町
Oロ可

H
V
O
E
E
等
)
を
事
業
主
ロ
ロ
C
2

E
H
E
H
と
仁
て
、
近
隣
の
地
主
用
を
ふ
く
ん
だ
株
主

m
F
R
O
E
E
O
H
ω

か
ら
構
成
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
会
社
に
よ
る
ヱ
郎
事
業
が
あ
い
つ
い

で
開
始
さ
れ
る
。
門
時

H
H
E
E
F
D
U守

S
?
唱
己
叶
一
一
回
目
司
E
f

h
Q
邑

HU3ど
旦
ミ
』
司
令
牧
畜
か
ら
農
耕
へ
の
急
激
な
転
換
と
し

て
の
干
杭
が
、
さ
し
当
り
農
民
の
小
規
模
牧
畜
経
営
に
与
え
た
破
壊

的
影
響
、
司
拓
に
平
行
し
た
聞
い
こ
み
の
曲
化
と
午
拓
者
に
よ
る
農

比
共
同
地
縮
減
の
動
き
(
と
く
に
一
六
三

0
年
代
J

閉
め
に
公
表
さ
れ

た
三
分
の
一
へ
の
削
減
の
決
定
は
、
訴
訟
、
請
願
等
町
一
消
極
的
農
民

拡
抗
を
一
撲
に
ま
で
爆
発
さ
せ
る
直
接
の
駒
曜
と
な
っ
た
)
、
こ
れ

第
人
十
六
巻

第
六
旦
方

四



イ
ギ
リ
ス
革
命
の
「
主
体
」

ら
の
事
情
か
ら
、
さ
き
の
地
主
の
固
い
こ
み
(
共
同
権
侵
害
〕
に
た
い

寸
る
反
対
の
底
流
が
、
あ
ら
た
に
干
拓
反
対
一
撲
と
し
て
続
発
す
る

こ
と
に
な
る
。
門
町
]
印
E
Z
}
p
c
v
s
T
句

HH1
一
同

ω
H
V
m
E
Y

4
3
F
H
V
令
こ
れ
が
「
同
吉
田
吉
町
一
挺
」
と
総
和
さ
わ
る
も

の
で
あ
る
。
か
ん
た
ん
な
年
衰
を
か
か
げ
て
お
と
う

G
H
E
E
F

O
M
O
s
f
市
戸
回
目
}
同
門
口
日
ず
い
〉

O市
町
村
「
暗
唱
印
日

l
S
よ
り

作
成
)
|
|

一
六
三
二
年

一
六
三
七
年

一
六
三
八
年

一
六
三
九
年

国
巳
自
∞
司
自
(
出
口
呂
田
市
山
号
日
〕
に
一
摂

司
5
5ロ
戸
〔
U
9
E
F
E
m
o
ω
)
と
問
】
可
に
一
探

何
]
て
に
一
挺

問
問
]
丘

F
E《
凶
器
可
傾
(
ピ
ロ
S
E
ω
)
に
う

ち
わ
し
、

出
口
口
片
岡
ヨ
刊
行
。
ロ
ω

に
一
挟

回
目
、
r

叶

y
。目

E
領

(

開

E
件
。
H
H
a
J
J
1
0
3仲

間。

5-
円

LEno-日
)
に
一
瞬

一
六
回
一
一
一
年

F
5
3
E
ω

に
一
授

一

六

四

五

年

〉
M

洲
町
内
品
目
〔
F
E
E
E
ω
〉
に
一
挟

一
六
五

O
年
何
回
当
日
吾
マ
ナ
(
ピ

H
E
B
〕
に
一
校

一

六

五

三

年

国
O

H

F
停
に
一
摂

ω
君

門

〉

E
o
F
5肉
薄
43弘、
sh匂

E
礼必
2
F
E
A
¥
Q円
2
2
町
、

E
S
S
町内ご同、】
υ
H
D
h

川
刊
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
ホ
命
に
お
吋
る
良
業

一
六
四
一
年

一
六
回
一
一
年

土
地
問
題
分
析
の
視

第
八
十
六
巻

四

ノ、
凹

第
八
号

角
」
(
前
掲
)
巷
照
。

ク
円
ム
ウ
エ
ル
と
沼
沢
地
農
民
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

主
ず
i

沼
沢
地
方
の
紛
争
」
が
基
本
的
に
ほ
ぼ
奇
一
重
の
対
立
を
含
ん
で
い

た
こ
と
の
確
認
か

b
は
じ
め
わ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
-
つ
は
、
干
打
叫
ん
耳
社

に
よ
っ
た
地
主
・
ジ
ェ

Y
ト
リ
と
農
民
と
の
干
拓
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る
争

い
で
あ
る
。
干
拓
計
画
が
王
宝
財
政
上
の
必
西
北
一
つ
の
推
進
動
機
と

L

た
こ
と
は
ほ
ぼ
う
た
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
干
拓
は
、

「
沼
沢
地
に
住
居
を
も
っ
て
い
た
主
だ
っ
た
ジ
ェ

Y
ト
ル
マ
ン
た
ち

が
こ
れ
ら
の
土
地
を
干
拓
す
る
勅
令
を
発
布
す
る
よ
う
目
玉
に

提
案
し
た
」
主
こ
る
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
と
い
え
ノ
当
時

ρ詐
一
円
の
示
唆
す

る
と
お
り
、
干
拓
以
前
に
す
で
に
共
同
地
白
横
奪
を
開
始
し
て
い
士
現
地

の
地
主
屑
(
そ
の
先
頭
に
は
ベ
ド
フ
ォ
ド
伯
、
リ

γ
ゼ
イ
伯
ら
が
カ
っ
て

い
た
〉
の
広
汎
な
層
に
よ
っ
て
も
、
「
エ
地
価
値
」
の
増
大
、
可
耕
地
の

拡
大
、
と
り
わ
け
「
共
同
地
町
瑚
均
な
制
限
」
の
突
破
、
同
い
こ
み
の
機

会
と
し
て
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
他
方
農
民
周
は
、
干
拓
そ
の
も
の

に
よ
っ
て
、
零
細
な
牧
青
経
営
と
そ
れ
に
付
随
す
る
小
農
耕
に
た
い
す
る

消
滅
的
打
撃
を
う
け
た
。
一
般
に
夏
期
放
牧
の
溜
地
が
減
少
し
、
冬
期
の

飢
料
及
び
穀
作
の
た
め
の
用
地
を
そ
れ
に
ふ
り
む
け
る
こ
し
乙
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
た
め
、
家
畜
の
冬
期
飼
育
が
飼
料
不
足
か
ら
減
少
し
、
同
時
に
穀

作
の
た
め
の
肥
培
が
撹
乱
き
れ
、
冬
期
汎
慣
に
よ
る
出
土
が
な
く
な
っ
た

こ
と
と
併
せ
て
、
さ
し
当
り
土
地
生
産
性
白
一
般
的
減
退
を
す
ら
ま
ね
く

に
い
た
っ
士
。
と
り
わ
け
、
干
拓
に
平
行
す
る
共
同
地
の
横
奪
が
決
定
的



な
重
要
性
を
も
っ
。
ト
マ
ス
・
プ
一
プ
の
言
葉
を
か
ろ
う
1
1

「
か
れ
ら
に
干
拓
を
行
い
、
そ
れ
を
続
け
る
こ
と
を
許
し
て
み
よ
。
そ

の
と
き
は
、
怖
か
な
も
心
が
貧
し
い
人
々
を
食
い
つ
く
す
マ
あ
ろ
う
。

固
い
と
み
と
と
も
に
有
告
な
か
た
よ
り
が
生
じ
て
こ
よ
う
。
金
も
ち
は
、

自
分
の
た
め
の
空
席
を
つ
〈
る
た
め
に
、
置
し
い
人
々
を
か
れ
ら
の
共

ハ
品
)

同
地
か
ら
払
い
の
け
る
で
あ
ろ
う
」
。

事
実
共
同
地
の
横
奪
こ
そ
、
農
民
の
遭
遇

L
た
右
の
諸
困
難
と
表
裏
一
体

を
な
し
、
そ
れ
を
極
度
に
尖
鋭
化
さ
せ
、
農
民
を
し
て
そ
の
攻
撃
の
対
象

を
さ
し
当
り
干
拓
司
画
そ
の
も
の
に
向
け
さ
せ
た
現
実
的
背
景
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
一
一
一

0
年
代
の
干
拓
の
一
部
完
成
と
と
も
に
派
生
し
た
国

王
・
貴
族
・
大
ジ
エ
ン
ト
リ
主
小
株
主
近
隣
の
小
ジ
エ
ン
ト
リ
層
と
り

ハ
6
v

干
拓
地
の
分
配
を
め
ぐ
る
土
地
所
有
者
層
の
内
部
対
立
で
あ
る
ロ
分
配
比

率
は
大
巾
に
、
国
王
、
事
業
主

E
骨
ユ
品
目
(
貴
族
・
大
ジ
ェ
ン
ト
り
)

《

7
v

に
有
利
で
あ
っ
た
。
前
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
財
政
補
填
り
目
的
を
達
し
、

(
8〕

後
者
は
土
地
集
積
の
機
会
主
与
え
ら
ふ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
当
然
小
株

主

E
E
-
吾
首
。

U
0
5
0
2、
近
隣
の
小
ジ
ェ

γ
ト
リ
層
か
ら
は
、
「
約

束
だ
け
り
も
り
を
え
て
い
な
い
L
L

い
号
抗
議
」
を
む
き
起
し
士
。
そ
れ
は

〈

9
v

計
画
を
屯
挫
さ
せ
る
ほ
ど

ι深
刻
化
す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
騒
擾
の
細
部

に
た
ち
い
る
と
き
、
そ
ζ

に
、
ー
治
安
判
事
」
す
注
目

g
t
S
O
M
M
2
2

か
ら
「
教
区
役
人
周
」

S
E
E
Z
2
巳
い
た
る
ま
で
の
近
隣
の
ジ
エ
ン
ト

リ
周
の
投
民
一
校
に
た
い
す
る
同
調
た
い
し
参
加
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
石
山
こ

O
事
稀
が
ジ
ェ
ン
ト
り
と
農
民
と
の
対
立
の
み
を
視
野
に
お
い

イ
ギ
リ
ス
革
命
。
「
主
体
」

た
干
拓
事
業
主
|
|
大
ジ
ヱ
ン
ト
リ
町
立
場
か
ら
は
「
裏
切
り
」
以
外
の

な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
事
情
は
、
三
九
年
の
リ
ン
ゼ
イ
伯
の
レ
ポ
ー
ト

ハ
ロ
)

の
文
脈
が
有
力
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
小
株
主
|
|
小
ジ
ェ

Y

ト
り

層
の
「
改
宗
」
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

川
山
門
円
片

]
4
Y】
H
m
-
p
o市
内
リ
ミ
也
町
臼
品

同
日

REM--担
当

5
2号
言
語
。
ミ
耐
久
苦

5
3
2『
民
話

町、
W
Q
曲、N
E
口、

H
V
M
m
p
ρ
戸

O
Z仏
E

同

門

出

向

σ〕〉
5
N
V
E
T
-
u

mω ω
ロ
『
】
寸
Y
E
F
辛
口
弘
司
唱
曲
寸
同
一
ハ
ン
プ
レ
ヲ
ト
は
、
現
地

の
ジ
エ
ン
ト
リ
を
き
し
て
い
う
、
干
拓
は
「
か
れ
ら
一
部
の
も
唱
に

は
、
繭
余
の
一
一
々
人
に
た
い
し
て
よ
り
も
有
益
な
も
り
で
あ
ろ
う
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

吋
だ
し
・
法
が
か
れ
ら
に
、
そ
の
領
主
権
の
う
ち
に
あ
る
共
同
地

、
、
司
、
、
、

を
改
良
す
る
こ
と
を
許
す
か
ら
で
あ
る
」
(
傍
点
引
用
者
)
。
司
一
目
。

印可

H
m
-
u包
一
回
。

N寸、

AHHE宮
内
凶
岡
田
岳
民
、

H
U
呂
町

ω
ロ
ま
?
U
H
V
戸
寸
l
己
申
第
百
表
は
、

F
E
n
o
F
Fロ
に
つ
い

て
、
牧
畜
の
衰
退
と
そ
れ
に
伴
う
十
分
の
一
説
徴
集
簡
の
敵
減
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

同

w
g
o
B
E
可
后
ロ
耳
、
目
、
自
主
。
弓
久
忠

G
q
s
N号
、
互
い
、
久

円
ぬ
き
旬
、
世
罰
則

hpHV]U
日

Eu--口
田

-
Aロ
O
件
。
品
目

-ER州
司
臼
寸

川

W

Q
岡
田

F己喧
4

3怜
ヨ
唱
曲
寸
』
耳
ロ

Z
Z
F
4
5
ヨ

日

U]UHONJH()ω

約
た
と
え
ば

F
E
E
-ロ
町
自
で
は
、
干
拓
地
の
三
丹
町
一
を
「
事

第
八
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六
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第四表干拓による牧畜の衰退と農民層の窮之化
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四

回

第
プて
号

/、

業
主
」
へ
他
の
一
一
一
分
の
一
を
地
主
(
領
主
権

者
u
に
分
配
す
る
こ
v

と
を
決
定
し
た
。
し
か
し

こ
の
あ
と
の
部
分
自
分
配
で
は
国
王
の
取
分

が
優
先
さ
れ
、
加
え
て
沼
沢
地
内
大
半
(
同
I

E
E晶
君
。
ω
仲
間
。
量
一
喜

σ
E⑦
O
同
〉
M
l

v
i
E
O
白
ゴ
一
升
の
一
一
、
出

E
P
E
n
F
Eタ

同
日
吉
正
ロ
の
多
く
の
甘
自
)
が
国
王
の
領

主
権
下
に
あ
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
実
質
的

に
「
国
王
へ
の
三
分
の
一
剖
当
」
に
ひ
と
し

い
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
固
い
こ
み
が

行
わ
れ
た
ば
あ
い
マ
ナ
領
主
が
共
同
地
の
分

け
前
の
排
他
的
所
有
を
要
求
す
る
り
が
一
般

的
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
乙
で
も
国
王
は

三
分
白
一
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
甘
l

邑

E
仏
日
ω

の
経
済
的
困
難
を
散
し
く
助
長

し
た
」
。
ロ
同
]
叶
E
Z
Y
C
M守

S
F
】
川
町

H
H叶

H
M
N

制
第
四
去
に
干
拓
韮
Z

行
中
に
お
け
る
土
地
集

積
白
色
ベ
に
め
だ
っ
た
例
を
若
干
あ
げ
て
お

。
く
川

明

日

出

印

E
己
、
毛
三
一
町
均

M
W

第

E
中
立
は
一
撲
の
数
例
を
表
示
し
た
も
の
。



第E表 f日 menのー授

誼理者 l 
所|被攻時者 一一一一一一一一一一一一一ー一一一一「一一一一一ーイ

:;エ :/1リ(小地主農民)

1532H1岡山口町hhZIYGlatMOP〉tzhrh
-'-V"-，白 (Hunt.) I TrelSe (8C- μ')¥. 'd: c;. r.;> 立ち人り|

I wer) を妨害 l 

I Wick日 L_~utler 引 Peter ] arvis (∞nstable)同|
1間 |(C;，.T品 目;;Lバ調，J凶 nM町出凶指導(り|

I L'" 干拓者 「町田川SJWNE詑こ首ヨ工
16お I Ely 由?Eみ者 去正数人のいまで」同調 をうちこ

1 ，わし
l堤を切り i

Lindsey i 
白人夫・ 1
代理人の|
立入阻止 i

" 

場時
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
「
主
体
」

「数人。悪意ある人々が l、層
民を煽動，目らも」参加

H. C. Darby， Op. cit.， pp. 56-62より作成

ω
「
数
人
の
悪
意
あ
る
人
々
」
が
「
下
層
氏
を
煽
動
す
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
も
一
校
的
な
不
訟
な
や
り
方
で
」
勺
、
「
数
ケ
所
で
堤
を
き
り
、

諸
願
者
円
叩2
代
理
人
や
人
夫
が
そ
れ
を
修
理
す
る
た
め
に
入
る
白
を
許

そ
う
と
し
な
い
」
(
傍
点
引
用
者
)1。
円Cわ

b
。
芸
《
円U
甘
糾

Eω少}同戸、の
2nわ2の
-EHωN戸沼《
A同ロ。仲
t命
《
仏
凶
日
出
円
閉
伊
R同
U
〕可、、内。
4)也培

町
2柑
怜

}

]

唱
U

A

E山
臼

ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
が
イ
l
リ
イ
お
よ
び
ハ
ン
チ
ン
ド
ン
シ
ャ
町
一
ホ
ム
・

フ
ェ
ン
に
お
い
て
、
農
民
の
共
同
権
擁
護
の
訴
訟
を
ひ
告
う
け
、
ベ
ド
プ
ォ

(
1
i
v
 

ド
伯
つ
い
で
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
伯
、
と
争
っ
た
著
名
な
エ
ピ
ソ
ド
も
ま
た
、

こ
の
ジ
ェ

y
l
り
の
一
部
と
く
に
小
♂

z
y
l
リ
と
農
民
と
の
利
害
の
対

立
主
共
通
性
白
両
側
面
に
お
い
亡
、
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
か
れ
の
立
場
が
農
民
の
立
場
主
は
っ
き
り
こ
と
な
る
こ
と
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー
ー

ハ
2
U

ク
ロ
ム
ウ
ユ
ル
家
は
当
初
か
ら
干
拓
事
業
に
好
志
的
で
あ
わ
、
か
れ
の

文
ロ
パ

l
ト

同

Oσ宮6
且
門
同
E。
量
d羽司
α
己
-
=
-
お
よ
び
叔
ヤ
丈
〈
オ
リ
グ
ア

c戸
4

門♀同
E。
吉
，
当
♂
己
-
は
、
一
六

O
四
年
干
拓
開
始
後
に
任
命
さ
れ
た
八
八
名
の

「
水
路
宙
」
円
。
日
旨
拐
2
0ロ
司
m

O
同
凶

0
4
0自
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
て
い

(
S
V
 

る
。
他
方
で
同
じ
く
奴
父
サ
l
ト
マ
ス

w
A

テ
ュ
ワ

i
ド
印
R
J
2
5
l

E
E
2
0
4
E巳
は
農
民
の
干
拓
反
対
に
た
い
す
る
ジ
y

ン
ト
ル
マ
ン
同

ハ4
V

調
者
と
し
て
、
大
衆
的
に
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
ト
マ
ス
の
立
場
は

「
水
路
白
会
議
」
に
お
い
て
「
干
拓
者
へ
の
土
地
分
配
の
比
率
を
一
一
分
の
(
5
)
 

一
か
ら
四

O
分
の
一
に
減
ら
す
こ
と
を
主
張
し
た
」
点
に
一
市
き
れ
て
い
る
。

第
八
十
六
巻

四

五

第
六
号

ノ、
七



イ
ギ
リ
ス
革
命
の
「
主
体
」

ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
が
イ
l
リ
イ
に
移
っ
た
り
は
、
こ
の
ス
テ
み
ワ
ー
ド
D
泣

ハ
6
〉

産
所
領
を
相
続
し
た
た
め
で
あ
り
、
か
れ
は
棋
史
の
協
力
者
主
し
て
間
発

ハ
7
〉

し
た
り
で
あ
る
。
ダ
l
ピ
イ
の
表
現
を
か
れ
ば
、
「
グ
ロ
ム
ウ
エ
ル
は
干

拓
地
分
配
の
不
正
に
反
対
し
た
り
で
あ
っ
て
、
干
拓
そ
の
も
の
に
反
対
し

ハ
8
V

た
り
で
は
な
か
っ
た
」
。

と
は
い
え
第
二
に
、
革
命
前
夜
の
東
部
四
州
の
「
沼
訳
地
方
」
に
あ
っ

て
、
ク
戸
ム
ウ
エ
ル
し
た
が
っ
て
ま

t
か
れ
に
代
表
さ
れ
る
ジ
エ
ン
ト
リ

層
の
一
部
が
、
反
王
権
・
反
貴
族
の
闘
争
に
お
い
て
農
民
と
の
同
盟
主
経

験
し
た
己
と
、
こ
れ
が
こ
り
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
象
徴
ず
る
も
う
一
つ
の
側
聞

で
あ
る
。
こ
こ
に
「
鉄
騎
兵
」
編
成
の
歴
史
的
背
景
が
あ
る
。

c
・
ヒ
ル

の
適
切
な
一
許
言
を
ひ
い
て
お
こ
う
|
|

「
共
通
の
物
質
的
利
害
が
、
宮
廷
勢
力
を
利
用
す
る
特
権
的
大
地
主
に

反
対
し
て
、
ジ
ェ
ン
下
リ
の
一
部
主
身
分
低
い
晶
村
民
と
が
結
び
つ
け

たロ

F
C
E
。片付
F
O
明。ロ
ω
と
し
て
す
で
に
グ
ロ
ム
ウ
エ
ル
は
、
一
。

年
後
に
全
国
的
規
模
で
も
つ
に
い
た
る
り
と
同
じ
政
治
的
地
位
を
州
内

で
占
め
て
い
た
。
指
導
者
と
概
指
事
者
と
の
あ
い
だ
に
は
、
共
通

の
敵
を
も
っ
て
い
た
か
ぎ
り
り
あ
い
だ
は
同
一
の
目
標
が
あ
る
よ
う
に

(
9
v
 

み
与
え
た
」
。

結
論
的
に
い
え
ば
こ
う
で
あ
る
。
初
期
の
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
軍
隊
は
、

F
桁
を
め
ぐ
る
シ
ェ

Y
ト
リ
と
良
民
の
同
盟
の
軍
隊
阪
で
あ
る
と
、
ま
た

軍
隊
の
隆
史
は
こ
白
両
者
の
反
般
と
汲
引
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
。

川

W

か
れ
が
ベ
ド
フ
ォ
ド
伯
L
勝
訴
し
、
干
拓
の
終
了
ま
で
の
期
限
つ

第
八
十
六
巻

第
六
号

ノ、
ノ1

回
二
六

き
で
確
保
し
た
世
氏
の
共
同
地
町
、
国
王
の
苧
か
ら
エ

r
ワ
ー
ド
・

モ
ン
テ

i
ギ
品
開
号
d
己
出
。
Emw由
d
o
(
り
ち
の
長
老
冊
。
領
袖
マ

ン
チ
ェ
メ
タ
l
伯
〉
の
丈
の
手
に
渡
り
、
桂
者
が
固
い
と
み
を
は
じ

め
、
一
撲
が
勃
発
し
た
た
め
、
上
院
を
背
景
と
し
た
そ
ン
テ
l
ギ
ュ

と
下
院
に
よ
っ
た
グ
ロ
ム
ク
エ
ル
の
争
い
に
ま
で
発
民
し
た
。
円
時

同
州
山
司
μ
己ヨ
O
同
守
町
輔
、
ヨ
司
む
こ
の
事
実
は
、
初
期
独
立
派
白
頭

目
オ
リ
ヴ
ァ
・
セ
ン
ト
・
ジ
ョ

γ
2
2
2
2
7
Fロ
が
株
主
と

し
て
千
拓
問
題
に
関
係
し
て
い
た
こ
ど
(
ヨ
ロ
〉
げ
σ
o芹
』
も
ミ
ヨ

H
U
5
3
と
主
も
に
、
の
ち
の
長
老
派
独
立
派
の
対
立
を
み
る
う

え
で
示
控
的
で
あ
る
。

川
W

ク
ロ
ム
ウ
ー
ル
家
は
、
修
道
院
関
獲
得
に
よ
っ
て
拍
回
し
た
ハ
ン

チ
ン
ド
ン
ジ
ヤ
(
出

E
tロ
∞
町
。
。

r
在
住
)
の
巨
大
。
/
エ
ン
ト
リ
の

一
族
(
但
文
(
ン
リ
ー
は
全
凶
的
に
署
名
な
ナ
イ
↑
で
の
。

E
g

同
日
伺
冨
と
敬
称
さ
れ
た
)
。
ハ
ン
チ
ン
ド
ン
シ
d
t

の
ジ
ェ
ン
}
リ

白
半
数
は
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
姓
な
い
し
一
族
を
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

(
多
く
り
岳
民
同
居
及
び

o由
2
=
を
含
み
州
の
政
治
活
動
「
と

り
わ
け
干
拓
計
画
」
に
か
ん
し
て
決
定
的
な
役
割
を
抽
出
じ
た
〕
。
し

か
し
丈
ロ
パ
ー
ト
(
兄
弟
巾
唯
一
の
目
。
ョ

mHOE-
命
日
目
)
は
ハ
ン

チ
ソ
ド
γ
近
辺
の
相
続
地
で
雌
造
業
に
し
た
抗
う
が
成
功
せ
ず
、
ジ

ェ
イ
ム
ス
一
位
時
代
に
所
領
の
大
部
分
を
牛
入
っ
た
。
一
族
出
も
っ
と

も
小
財
産
と
い
わ
れ
る
。
母
エ
リ
ザ
〈
ス
は
イ

1
リ
イ
の
印
可
耳
目
民

家
の
立
。
(
両
家
の
全
国
に
わ
た
る
血
縁
の
な
か
に
、
草
命
却
に
指



導
的
人
物
を
抗
出
さ
せ
た
出
。
日
]
υ

骨
5
}
若
宮
=
S
F
H
口
問
。
E
岳
山
、
夕

日
沖
ん
「
c
E
F
口
ν
出
切
与
の
諸
家
を
見
山
し
う
る
)
。
オ
リ
ず
ァ
は
、

一
五
九
九
年
ハ
ン
チ
ヅ
J

ド
ソ
シ
マ
に
生
れ
た
。
ロ
ロ
E耳
E
m
o
及
び

H
し
目
。
。
山
口
一
ω
H
M
g
を
経
て
、
一
六
二
八
年
ハ
シ
チ
ン
ド
ン
市
選
同
議

員
。
三
一
三
六
年
(
チ
b
l
ル
ズ
む
叫
議
会
政
治
期
)
明
E
で
牧

畜
粧
品
目
、
一
一
六
年
イ
1
リ
イ
に
移
る
。
凹

C
年
三
月
ケ
ン
ブ
リ
ジ
選

出
議
員
、
ハ
ン
チ
シ
ド
ン
、
イ
l
リ
イ
両
州
の
治
安
判
事
、
同
年
一

一
月
「
長
議
議
会
」
に
入
る
。
財
産
規
模
は
父
所
有
の
年
収
三

0
0

ポ
ン
ド
強
心
所
慣
と
叔
父
ト
マ
ス
・
ス
テ
ュ
ワ
l
ド
の
造
住
所
領
、

あ
わ
せ
て
年
収
問

o
o
f
-
2
0
0ポ
ン
ド
と
推
定
夫
れ
る
U

か
れ
は

「
一
族
の
先
代
た
ち
と
い
ち
じ
る
し
く
ち
が
っ
て
、
生
質
的
に
小
ジ

ェ
γ
ト
リ
に
属
し
た
。
Q
K
〆
間
百
四
拝
。
H
戸
、
同
E
N
A
晶
、
E
尚
昆
札

Z
G
町
司
内
角
N
h
o
z
目
当
よ
回
コ
ロ
ゴ
m
v
-
】
阿
~
∞
一
回
-
H
V
m
V
H
M
Y
Q
~
O
R
U札
NJhFmp]UF

7
4
4
門
〉
σ
σ
o
F
O
市
町
二
』
h
v
p
噌
同
一
。
-
E
F
c
~
o
h
N
N
』
】
U

ω
一γ
ロ
ω
E
E
o
p
m
w
ロ
巳
口
出
]
U
⑦
ロ
日
ロ
∞
古
口
。
可
ミ
均
一
-
v
H
H
?

日

y

門
司
問
。
己
白
一
。
市
町
二
、
]
U
H
R
r
b
y
f田

川

ω判門
口
門

ρ
戸。け
A

。ω【仏凶】ロ
d4ぞJぐ『円〉σσ。汁浮浮仲仲一よ』。
M耳守

h
E
ド
な
科
、
町
一
5
N
』
ロ
一
む
ω
∞

川
開

Q
E
札
、
Z
H
C
Nヨ

5
7
f
E
H

m
i「守主

川

W
Q
h
r
Fロ
哲
吉
国
一
号
ミ
ヨ
唱
曲

M
W
2
当
ロ
に
す
】
芹
4
3
N
噌

5

イ
ギ
リ
ス
川
中
市
町
一
主
体
」

ω
国
ロ
ロ
日
ヶ
予
4
2
T
℃

σ仏

紛
れ
阿
世
=
一
〈
己
主
町
、
n
v
c
w
z
q
N
F
司
ロ
ネ
引
を
刑
問
し
え
土
の
は

越
智
武
院
氏
の
御
好
意
に
よ
る
。

六

綿

X
哀
は
、
不
完
全
な
が
ら
つ
鉄
騎
兵
」
の
隊
長
門
名
宮
E
m
一

〔
四
名
の
階
層
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
ず
グ
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
軍
隊
は
、

ハ
1
v

編
成
の
経
過
か
ら
い
っ
て
三
六
四
三
年
三
月
現
在
五
中
隊
可
。
。
明
与
、

姻
戚
関
係
に
つ
ら
な
る
2
1
5
の
小
ジ
エ
ン
ト
リ
に
よ
っ
て
組
織
な
い
し

指
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
当
初
の
基
幹
部
分
を
構
成
し
た
。
問
ハ
2
〉

題
と
な
る
の
は
、
白
こ
り
九
名
で
あ
る
が
、
日
お
よ
び
H
を
除
外
す
れ
ば
、

そ
の
大
半
は
ジ
ェ

γ
ト
リ
よ
り
下
の
岡
市
と
推
定
さ
れ
る
。
昇
進
の
い
ち
じ

る
し
く
遅
れ
た
9
と
く
に
「
小
財
産
で
ジ
z

ン
ト
り
と
認
め
ら
れ
ず
」

P
1巳
旬
以
上
に
昂
進
で
き
な
か
っ
た
ラ
ル
フ
マ
l
ジ
ェ
り
の
例
は
、

ハ，
O
〉

下
層
出
身
者
を
典
型
的
に
示
ム
ー
も
の
で
あ
る
。
注
目
す
ぺ
き
こ
と
の
第
一

は
、
こ
の
不
明
分
の
大
半
が
凹
五
年
前
後
に
軍
隊
を
離
れ
た
こ
と
で
あ
り
、

第
二
は
、
そ
の
な
か
に
急
進
的
セ
ク
タ
リ
ア

γ
で
、
兵
ム
の

ν
グ
ェ
ラ
l

《

4
U

的
傾
向
に
向
調
的
だ
っ
た

ι
目
ベ
ズ
ル
、
四
七
年
兵
士
が
レ
ヴ
ェ
一
ブ

i
ズ

グ
hυυγ7イ
l

に
指
叩
導
#
さ
れ
て
独
!
泣
訂
派
LhL級
士
{
官H
と
対
立
す
る
に
い
た
つ
た
と
き
雪
C
白
ら
兵

(
6》

ム
し
暴
動
を
指
導
し
た
W
・
ア
イ
f
ス
、
の
二
人
を
ふ
く
む
こ
主
で
あ
る
。

G
・
レ
ン
ツ
に
よ
れ
ば
、
四
五
年
二
月
「
鉄
騎
兵
」
を
も
汲
収
し
て
あ
ら

た
に
全
国
的
規
模
で
編
成
さ
れ
た
ニ
ュ
l
・
モ
デ
ル
・
ア
l
ミ

l
D
上
級

十
官
(
叶
令
官
連
隊
長
l
I
C
E
-
Z
以
上
)
二
一
七
名
中
民
族
、
ジ
ェ

(
5
v
 

ン
ト
リ
で
な
い
も
り
わ
ず
か
に
七
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
の
l
、

第
八
十
六
巻

四

七

第
六
号

ノ、
九



イ
ギ
リ
ス
革
命
白
「
主
体
」

第
八
十
六
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考

四

八

第
六
号

七。

2
、
3
、
叫
は
井
進
し
そ
こ
に
ふ
く
ま
れ
る
。

こ
こ
か
ら
事
態
は
ほ
ぼ
つ
ぎ
の
よ
う
に
察
知
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
鉄
騎
兵
」
編
成
の
当
初
に

あ
っ
て
、
あ
る
程
度
そ
の
指
導
部
に
い
士
る
ま

で
反
映
さ
れ
て
い
た
ジ
ェ

Y
ト
リ
と
農
民
(
ジ

エ
ン
ト
リ
よ
り
下
層
出
身
者
)
の
同
盟
の
四

五
年
段
階
(
ま
さ
に
こ
の
同
盟
を
ヒ
ナ
型
と
し

た
軍
陣
制
成
原
則
が
全
固
化
さ
れ
る
瞬
間
)
か

ハ
7
〉

ら
の
解
体
の
煎
芽
と
軍
隊
指
導
部
の
ジ
エ
ン
ト

リ
へ
の
純
也
、
そ
し
て
四
七
年
段
階
に
お
け
る

上
級
士
官
対
下
級
士
宮
・
兵
士
の
か
た
ち
を
と

っ
た
ジ
エ
ン
ト
リ
と
農
民
自
対
立
の
再
現
で
あ

《

8
v
る
。
第
亙
去
は
.
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
軍
政
官

昌
伸
]
O
H
l

口
3
Z己
ω

一
一
名
の
出
自
主
一
訴
す
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
か
れ
の
軍
事
独
裁
の
中
枢

権
力
が
d
z
y
ト
リ
と
〈
に
小
ジ

t
y
ト
リ
お

よ
び
ロ
ン
ド
ン
と
地
方
の
商
工
業
者
に
よ
っ
て

(
Q
U
U
 

掌
握
さ
れ
て
い
た
こ
左
を
知
り
う
る
。
し
か
も

さ
き
の
第
町
表
に
つ
い
て
、
プ
ロ
テ
ク
ト

ν
イ

ト
下
の
ジ
エ
ン
ト
リ
議
員
の
構
成
を
算
出
す
る

と
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
果
が
え
ら
れ
る
こ
と
に
注

意
さ
れ
た
い
|
|
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イ
ギ
リ
ス
革
命
の
「
主
体
」

大
ジ
z

ン

ト

リ

小

ジ

エ

ン

ト

リ

平

均

比

串

同

国

勃

岨

%

残
部
議
A

五

日

4

プ

ロ

テ

ク

ト

レ

イ

ト

第

一

議

会

日

お

同

第

二

議

会

h

u

m

す
な
わ
ち
、
小
ジ
ェ

y
t
り
首
導
下
の
独
立
派
政
権
の
も
と
に
あ
っ
て
、

牛
命
の
頂
点
を
経
過
し
て
以
後
し
だ
い
に
そ
の
内
部
に
式
ジ
エ
ン
ト
リ

D

比
重
が
逆
に
回
復
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
白

ω
門
出
回
江
戸
。

V
2
L
司

日

川
W
H
E
tロ
に
つ
い
て
は
自
明
。

F
Zロ
0
語
、
の
部
隊
は
、
ノ
リ
7
0
/

由
市
民
軍
で
あ
っ
た
。
門
町
札
守
位
}
日
V

口

川

そ

の

詳

細

は

止

-
E弘
、
町
M

V

H

?

に
な
お
、
し
ば
し
ば
独
立
派

を
非
ジ
エ
ン
ト
リ
的
に
印
象
づ
什
る
た
め
に
引
か
れ
る
グ
ロ
ム
ウ
ふ

ル
白
、
ジ
ェ

γ
ト
リ
な
ら
ざ
る
「
手
織
り
の
コ

l
ト
を
き
た
ロ
』
γ

F
5」
に
た
い
す
る
讃
華
は
、
と
く
に
、

c
の
マ

l
vノ
ヱ
リ
を
弁
護

す
る
た
め
に
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
上
級
土
官
を
ふ
〈
め
た
土

自
一
般
に
か
な
ら
ず
し
も
致
指
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

川
刊
ベ
ズ
ル
お
よ
び
か
れ
の

HHE古
E
E
e
/
ヨ

ソ

ピ

ッ

チ

フ

ォ

ド

』

oEMMUH汁
n
E。
円
。
は
北
に
セ
ク
タ
リ

l

D

∞
Z
E
E同
O
日
件
。
一

v

あ
り
、
か
れ
の
中
隊
白
兵
土
用
は
、
首
相
洗
礼
派
お
よ
び
最
悪
の
種
類

の
レ
グ
エ
ラ
l
ズ
に
満
ち
て
い
た
、
と
パ
グ
ス
タ
ー
は
か
い
て
い
る
。

同
国
恒
例
公

F
同

ミ

出
Q

N

H

U

町

田

ω
1日
h
F
A
口。

Z
ハH
M

ロ
門
出
明
白
け

y

第
八
十
六
巻

四

九

第
六
号

士三



イ
ギ
リ
ス
革
命
の
「
主
件
」

Q
V
E
?
司

H
M

判
ア
イ
ア
ス
は
、
一
ハ
問
七
年
一
一
月
の
門
O
同

W
U
E
F
出
巴
ロ
の
全

写
会
訟
で
川
端
勤
を
凶
助
し
た
か
ど
で
逃
捕
さ
れ
、
凶
九
年
出
月
日
。
与

の
兵
士

ν
ヴ
エ
ラ
!
メ
の
恭
動
で
も
刊
ぴ
逮
捕
さ
れ
た
。
門
町
芯
広
司

]
U

曲
一
回
一
戸

川
W
D
F
O
D
N
}
b
S
N
O
T邑
N
G
S
N
R尚

b
N
b
h
s言
、
芸
昔
、

g
h
N
a
m
b
o
s

同

E
Q
N
Z
E
F
印
包
し
か
も
こ
の

k
名
は

fノ
z

ン
ト
リ
以
列
の
階

屑
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
必
ず
し
も
「
下
胤
」
を
怠
味
し
な
い
。

川

ζ

こ
で
一
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
軍
隊
に

か
ん
し
て
こ
の
同
盟
は
あ
主
り
余
り
に
バ
ヲ
色
に
え
が
か
れ
す
ぎ
て

注
な
ら
な
い
@
そ
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
、
「
鉄
時
一
長
」
に
お
い
て

も
相
当
部
分
、
そ
し
て

7
1
1
・
モ
デ
ル
・
ア
l
、
、
l
」
に
お
い

て
は
そ
の
半
ば
(
た
と
え
ば
歩
兵
一
問
、
凶

C
C余
名
)
が
志
願
兵

で
は
な
く
強
制
徴
募
兵
か
ら
成
っ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
を
上
げ
て

お
こ
う
。
ロ
同
口
当

H
J吉
明

o
z
wぐ叩

H
A
3
5晃

P
3
2
E
n
v
z

z
m
同
戸
支
N主

Q
G
N
N
司
王
』
日

u

S
屯
門
出
回
目
H

吾
、
生

S
M
-

H
U
M
Z
ロ
第
一
一
に
、
四
五
年
段
階
か
ら
の
こ
の
同
盟
解
体
の
商
芽
〉

凶
連
し
て
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
之
共
に
、
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
l
伯
膜
下
白

東
部
連
合
軍
開
器
片
目
。
岩
国
t
s
h〆
話
。
2
E
5
2
K〆
E
4
内
に
あ

っ
て

F
E百
件
円
。
】
。
EU円
の
地
位
に
あ
っ
た
の
ち
の
レ
ゲ
ェ
ラ
l
ズ

の
指
導
者
リ
ル
パ

l
ン
】
O
げ
ロ
ロ

P
Rロ
ロ
が
、
軍
隊
再
編
を
め
ぐ

る
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
の
争
い
で
は
前
者
を
支
持
L

第
八
十
六
巻

回

。
第
六
号

七

り
つ
も
、
『
蹴
粛
盟
約
』
へ
の
一
個
人
加
入
を
入
障
の
条
件
と
し
た
こ

と
を
不
満
と
し
て
、
「
ユ
ュ

1

・
そ
デ
ル
・
ア

1
ミ
]
」
に
参
加
せ

ず
四
五
年
軍
隊
を
離
れ
た
、
と
い
う
事
実
が
ま
盟
的
で
あ
る
。
円
同
』

同】
q
p
口
HP
叶
宮

h
E丸山
G
F
旬
臼
田
す
で
に
四
回
午
か
ら
四
五
年
に
か

吋
て
、
ウ
庁
ル
ウ
イ
ン
戸
己
HEEdfJ1P7〈〕
E
ら
の
由
巳
Z
H九
回
F
H

で
の
市
民
グ
ル
プ
り
集
会
、
一
二
l
・
モ
デ
ル
直
前
の
り
ル
バ
ー

ン
ら
の
会
合
、
四
五
年
半
ば
の
り
ル
パ
l
ン
を
議
長
と
し
た
司
自
わ

自

己

叶

pigE
の
集
余
(
江
志
止
』
]
川
町
田
一

d

ぞ〈

d

司
己
4

〈》守口一

司
E
S」吾、
h
H
5
h
ロ
ミ
E
R
E
君

出

piF叶

Zι
ロ

ロ

25m-

叶

thε
巴
町
、
叶
遣
も
な
一
町
日
日
目
)
及
び
す
で
に
四
五
年
に
軍
隊
出
刊

に
オ
I
パ

ト

ン

M
N
5
y
p円
仏

O
〈
ο
1。
口
、
り
ル
バ
!
ン
ら
の
パ
γ

プ
レ
ァ
ト
が
広
汎
に
配
布
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
パ
タ
ス
タ
ー
の
一
乱

言
(
同
国
E
Z
F
も

E
T
E
P
団
司
君
。
。
舎
。
恒
常
(
旦
〕
ヨ
司
王
時
l

宮
s
a
S
2巳
』
い
志
向
豆
、
一
切

ω
C
C
)

専
を
あ
わ
せ
て
考
慮
さ
れ
た
い
。

ν
ゲ
ヱ
ヲ
!
ズ
|
|
兵
士
周
は
、
こ
り
頃
か
ら
独
立
派
を
支
持
し
つ

つ
も
し
だ
い
に
独
自
の
結
果
へ
と
動
い
て
ゆ
く
。

的
こ
の
対
立
の
艮
開
過
程
に
か
ん
す
る
邦
語
文
献
左
し
て
は
、
さ
し

当
り
森
博
二
「
ピ

a

l
リ
タ
ン
革
命
に
お
け
る
急
進
運
動
の
民
聞
過

程」

1
i
!「
静
岡
大
学
文
理
学
部
研
究
岬
訓
告
(
人
文
科
学
)
』
第
一
八
号

所
収
合
み
ら
れ
た
い
。

川
間
同
じ
こ
と
は
、
凹
九
年
二
月
か
ら
L
H
=

年
ま
で
の
間
務
院
の
構
成

に
つ
い
て
も
い
う
」
と
が
で
ぎ
る
。
供
林
氏
に
土
れ
ば
、
延
べ
一
心



。
名
中
出
目
の
明
ら
か
な
人
口
名
の
う
ち
一
ジ
エ
ン
ト
リ
は

2
0余
名

を
占
め
る
。
摂
林
正
夫
前
掲
論
文
E
七
八
人
心
ベ
1
ジ
審
問
。

全
地
主
・
ジ
エ
ン
ト
リ
E
農
民
の
対
立
の
再
現
は
、
そ
の
後
の
干
拓
問

題
の
展
開
に
も
っ
と
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
G

内
乱
終
結
の
年
、
か
つ

て
の
訴
訟
に
お
け
る
グ
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
敵
「
ベ
ド
フ
ォ
ド
伯
の
事
業
完
成

の
た
め
の
条
人
ド
」
を
発
布
し
た
主
要
な
推
進
者
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ク
ロ
ム

ハ
1
v

ウ
エ
ル
自
身
で
あ
っ
た
。
条
令
に
は
干
拓
者
へ
の
土
地
確
保
の
み
が
規
定

ハ
2
》

さ
れ
、
「
農
民
の
権
利
に
は
一
言
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
。
こ
の
変

化
の
背
景
は
恐
ら
く
つ
ぎ
の
こ
と
に
あ
る
。
い
ま
や
独
立
派
の
権
力
掌
握

に
よ
っ
て
貴
族
・
大
ジ
ェ
ン
ト
り
は
前
者
の
首
導
権
に
屈
服

L
、
後
者

の
政
治
的
代
弁
者
た
る
上
院
は
廃
止
さ
れ
た
。
私
立
派
ジ
五
ン
ト
リ
(
と

り
わ
け
小
ジ
エ
ン
ト
リ
)
は
、
干
拓
地
分
配
を
か
れ
ら
に
ま
で
「
公
平
化
」

す
る
政
治
条
件
を
獲
得
し
た
、
k
同
時
に
、
レ
ま
や
大
ジ
ェ
ン
ト
り
を
も
包

援
し
つ
つ
ジ
エ
ン
ト
リ
一
般
の
立
場
を
露
呈
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

五

0
年
代
の
農
民
の
干
妬
反
対
一
際
に
は
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
U

独
立
派
政

〈

sv

府
に
よ
る
武
力
断
圧
が
和
え
ら
れ
る
U

他
方
レ
ヴ
ェ
ヲ
l
ズ
が
担
旧
訳
地
に

お
け
る
闘
い
こ
み
の
開
放
も
し
く
は
(
農
民
的
〕
小
固
い
こ
み
地
の
創
出
が

ハ
4
)

要
求
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
み
た
。
五

O
年
駄
の
エ
プ
ワ
!
ス
-

Y

ナ
(
リ
ン
カ

l
y
シ
ャ
沼
沢
地
)
に
お
け
る
農
民
闘
争
は
、
レ
ヴ
z

ラ
I

(
b
v
 

メ
の
直
接
の
指
導
下
に
闘
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ω
門
町
田
ロ
ロ

E
げ
司
、
名
晃
一
回
出
品
叩
門
出
回
己
}

選
定
鳴
門
H

H

U

H凶

イ
ギ
リ
ス
革
命
の
「
主
体
」

openw崎
町
喝
。
ー

ω
武
暢
夫
「
イ
ギ
リ
ス
ヰ
市
に
お
け
る
品
業
問
題
の
材
質
」

1
1
4
J社

会
経
情
史
大
系
』

wu

一
二
二
一
一
一
三
ペ
ー
ジ
。

ω
同
卜
二
二
一
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

Q
門
出
回
]

Y

4

E

v

H

i

H

N

川
刊
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
ヰ
命
の
二
つ
の
綱
領
」
(
前
-
掲
)
幸
照
。

川
W

Q
『
同

E
ロ
F

4

2
均
一
宅
旧
民
』
冨
〉
。
F
7
T
言
h
N
N

E
Eぉ
E
G
』

HRG内
町
内
号
、
町
出
?
=
H
V
E
E
O》
J
V言
言
問
ー

に
s
a
P
R
U
寸
寸
l

∞
∞
}
門
出
己
】
}
4
n
N
N
也
市
民
こ
こ
で
急
進
酌

な
一
(
ン
フ
レ
ヮ
ト
と
グ
ロ
ム
ウ
エ
ル
と
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
ら
階

級
規
定
を
一
両
る
二
つ
の
記
述
史
料
を
か
か
げ
て
お
こ
う
|
|

三
六
回
己
年
、
一
円

γ
フ
ッ
ト
)
「
抑
圧
者
Lr
一
は
貴
族
と
ジ
エ
ン

ト
リ
に
ほ
か
な
ら
ず
、
被
抑
圧
者
と
は
、
ヨ

1
マ
ン
、
フ
ァ

i

マ
1
、

i

レ
l
ド
メ
ン
、
レ
イ
バ
ラ
ー
で
は
な
い
か
。
貴
族
や
ジ
ェ

γ

リ
の
大
部
分
に
と
っ
て
は
、
か
れ
め
ほ
ど
金
持
ち
で
も
な
く
格
式

も
な
い
人
々
を
抑
圧
す
る
の
は
当
然
な
、
生
れ
つ
き
の
ζ

と
な

の
で
あ
る
。
諸
君
の
奴
隷
状
態
が
か
れ
ら
の
自
由
で
あ
り
、
諸

君
の
誼
阿
が
か
れ
ら
の
酷
栄
で
あ
る
」
o

A

h

R
苦
言
内
忌
ミ
唱

え

LE悼
宮
町
砕
き
お
邑
(
巨
人
当
)
《
山
口

o
t
c
vロ
ロ
ポ
〈

M
M

止め
m
H
C
ω
w一子

C
唱

-
E件
、

]
U
H
O
-
-

(
一
六
五
四
年
九
月
四
円
、
於
識
金
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
)
「
イ
シ
グ

ラ
ン
ド
が
よ
っ
て
も
っ
て
数
百
年
に
わ
た
り
知
ら
れ
て
き
た
人
聞
の

序
列
主
秩
序
と
に
か
ん
す
る
、
わ
れ
わ
れ
の
立
場
に
敵
対
し
て

し
る
り
は
な
に
も
り
か
、
・
国
家
O
統
治
は
、

ν
グ
ェ
ラ
1
的
原

第
八
十
六
巻

四

第
六
号

七



イ
ギ
リ
ヌ
中
命
の
「
主
体
」

則
を
辛
ず
る
も
の
れ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
軽
侮
の
う
ち
に
、
ま
さ
に
ふ
み

に
じ
ら
れ
て
を
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
あ
り
レ
ヴ
ェ
ラ

I
的

原
則
と
は
万
人
を
平
等
に
せ
ん
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
は
、

テ
ナ
ゾ
ト
に
、
地
主
と
日
じ
よ
う
に
財
産
を
自
由
に
さ
せ
ん
と
す
る

企
凶
以
外
の
な
ん
で
あ
っ
た
か
」
c
t〈

h

p司
d
u
o
-
}
q培
、
之
、
同
門
戸

沼
色
印
l

由
前
者
の
立
場
か
ら
は
、
階
級
何
分
の
腕
は
2
1
γ

ト
リ

と
ヨ

I
マ
ン
以
下
の
全
農
民
と
り
あ
い
だ
に
ひ
か
れ
る
。
両
者
の
利

害
は
絶
対
に
あ
い
い
れ
な
い
。
他
方
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
に
と
っ
て
も

「
国
家
の
統
治
」
す
な
わ
ち
独
立
派
政
権
に
不
可
欠
な
「
秩
序
」
と

は
、
「
地
主
」
と
「
テ
ナ
ソ
ト
」
(
土
地
保
有
農
民
)
と
の
不
平
等

の
維
持
に
あ
る
。
な
お
レ
ヴ
ェ
ヲ

1
ズ
の
陪
世
的
基
礎
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
は
許
制
に
た
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
最
近
の
研

究
に
よ
る
つ
ぎ
の
二
つ
の
指
摘
に
注
意
を
促
し
て
お
き
た
い
。
第
一

に
、
革
命
期
の
農
民
闘
争
に
関
連
し
て
、
一
六
世
紀
以
来
の
農
民
周

分
化
。
進
展
を
承
認
し
つ
つ
も
、
な
お
革
命
期
に
農
民
が
「
階
級
と

し
て
」
存
在
し
、
そ
の
共
通
利
害
は
、
「
全
体
、
と
し
て
反
封
建
的
な

性
栴
を
も
っ
て
い
た
」
と
の
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
指
摘
。
武
暢
夫

「
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
け
る
農
民
闘
争
評
価
。
問
題
」

!
i
!
『
経
済

論
叢
』
第
己
八
巻
第
二
号
五
九
ペ
ー
ジ
参
照
。
第
二
に
、

ν
ヴ
ヱ
ラ

l
運
動
の
な
か
に
、
農
民
と
く
に
富
農
的
要
素
の
利
害
の
表
現
を
み

る
ヒ
ル
、
ラ
グ
ロ
フ
ス
キ

1
、
円
ル
ク
ら
の
指
摘

ω

Q

n
出
口
f

~
叶
町
。
封
。
】
「
白
mw
口
同
o
w
o
J
E
』

ω
m
w
d
H
口
。
ハ
孟

)
U
E
S買
E
G

第
入
十
一
八
巻

4二
回

四

第
六
号

E
R
N
E
G
N与
。
求
、
足
。
e恥喜

G
E
-
-
u
E
ヲ
グ
ロ
フ
ス
キ
l
、
バ
ル

グ
「
一
七
世
紀
前
半
の
イ
ギ
リ
ス
の
新
貴
族
と
ョ
l
マ
ン
リ
の
社
会

的
な
本
性
に
つ
い
て
」

1
1
1山
岡
木
原
嗣
『
封
建
社
会
の
基
本
則

法
』
所
収
参
照
。
こ
れ
ら
二
つ
の
指
摘
は
、
総
じ
て
わ
れ
わ
れ
の
問

題
視
点
か
ら
す
る
レ
ワ
エ
ラ

1
運
動
の
一
般
的
背
景
・
階
級
的
基
礎

と
そ
の
指
導
り
所
在
心
さ
ら
に
た
ち
い
っ
た
解
明
に
k
っ
て
き
わ
め

て
示
唆
的
で
あ
る
。

七
総
括
し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
当
同
白
対
象
た
る
農
業
'
土
地
問
題

〔
の
視
角
か
ら
す
れ
ば
、
平
命
議
会
を
構
成
し
た
の
は
ジ
エ
ン
ト
リ
で
あ
り
、

さ
ら
に
議
会
派
の
中
桐
的
政
治
グ
ル
ー
プ
|
|
独
立
派
の
階
級
的
内
実
も

ま
た
ジ
ヱ
ン
ト
リ
、
と
く
に
そ

D
政
治
的
首
導
権
の
所
在
は
、
全
体
と
し

て
、
よ
り
多
く
小
ジ
ェ
ン
ト
"
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
邑
が
で
き
る
G

日

五
ン
ト
リ
(
と
り
わ
け
小
ジ
エ
ン
ト
リ
〉
こ
り
て
《
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
主
体
》

で
あ
る
。
独
立
派
の
政
治
的
進
出
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
、
そ
の
一
半

は
恐
ら
く
東
部
・
泊
沢
地
方
に
つ
い
て
い
え
ば
、
反

E
権
・
反
貴
族
の
闘

争
、
大
ジ
エ
ン
ト
リ

E
の
対
抗
に
お
け
る
乙
の
ジ
ェ
ン
}
り
主
く
に
小
ジ

ι

ン
ト
リ
之
農
民
太
衆
と
の
同
盟
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
一
一

ι

l

t

t

デ
り

(

1

)

 

ン
グ
」
を
通
じ
て
の
そ
の
全
国
化
で
あ
っ
た
(
州
委
員
会
に
お
け
る
一
二

1

・
モ
デ
ル
段
階
白
画
期
性
、
大
ク
ェ

γ
ト
り
と
り
対
抗
に
お
け
る
「
教

医
ジ
ヱ
ン
ト
リ
」

k
教
区
し
ζ

の
関
係
、
ス
タ
フ
ォ
ド
ツ
ャ
の
ブ
ラ
l
ト
ゾ

派
に
か
ん
す
る
ク
ヲ
レ
ン
ド
y
の
指
摘
、
等
を
あ
わ
せ
て
詔
起
せ
よ
〕
。

だ
が
同
盟
が
解
体
し
た
と
き
、
か
れ
ら
が
農
民
に
た
い
し
て
代
表
し
た
の



(

Z

V

 

は
徹
頭
徹
尾
ジ
エ
ン
ト
リ
の
立
場
で
あ
る
。
同
盟
の
解
体
は
不
可
避
的
に

ジ
ヰ
ン
ト
リ
一
般
と
農
民
と
の
対
立
を
表
面
化
し
た
。
第
一
次
内
乱
終
結

と
と
も
に
、
革
命
の
性
格
決
定
の
決
定
的
時
点
に
お
い
亡
あ
ら
わ
と
な
っ

た
、
ム
級
土
古
と
下
級
士
官
・
丘
(
土
、
独
立
派
と
レ
ヴ
ム
ラ

1
.ス
の
対
立

は
そ
れ
を
表
現
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
さ
き
に
、
綱
領
の
枚
嗣
を
通
い
し
て
確

認
し
た
「
二
つ
の
綱
領
」
を
画
す
る
現
実
的
基
礎

l
l良
業
土
地
制
度

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
を
め
ぐ
っ
て
闘
う
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
二
つ
の

階
級
、
地
主
と
良
民
の
利
害
の
対
立
を
、
こ
こ
で
再
び
確
認
す
る

r
E
が

で
訣
C

る。

川
W

乙
の
視
角
か
ら
す
る
竿
隊
再
制
の
位
置
づ
け
は
、
な
お
詳
説
を
要

す
る
が
別
心
機
会
に
ゆ
ず
る
。

ω
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
二
つ
の
綱
領
」
(
前
掲
)
で
ふ
れ
た
バ
ト

ヱ
ー
に
お
け
る
独
立
派
の
態
度
を
も
組
起
さ
れ
た
い
D

ジ
エ
ン
ト
リ

vr
農
民
間
者
心
利
害
択
一
の
ば
あ
い
、
独
立
派
と
り
わ
り
グ
ロ
ム
ウ

ヱ
ル
の
と
っ
た
長
老
派
(
さ
ら
に
は
ヱ
党
眠
〕
に
た
い

F
る
妥
協
的

、
、
、
、
、
、
、

態
度
と
く
に
汎
地
主
的
立
場
に
つ
い
て
な
お
多
く
を
語
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
し
当
り
つ
ぎ
の
も
の
を
み
よ
。
回
目
司
m
w
d
f
C
M守

S
N
一

n
v
m
w
唱
。
、
宅
印
戸
ヴ
ゲ
。

F
唱
。
立
い
も
司
品
目
c
r
Hく
も
暗
色
町
一

品
目
九
日
(
な
お
、
ク
エ
ン
ト
リ
と
農
民
の
対

'v、
止
り
わ
け
《
本
命
の

主
体
ザ
と
し
亡
の
前
者
(
そ
の
一
定
問
分
)
の
萱
場
と
い
う
こ
心
事

態
を

1
全
な
採
さ
可
お
い
て
把
握
し
き
る
た
め
に
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
先
立
つ
一
世
紀
と
h

り
わ
け
一
己
世
に
お
け
る
農
業
俳
造
り
さ
ら

イ
ギ
リ
ス
革
命
の
「
主
体
」

に
立
ち
い
っ
た
解
明
を
要
請
さ
れ
る
。
た
だ
こ
乙
で
は
こ
の
点
に
つ

い
て
、
近
く
発
表
さ
れ
る
松
村
牢
一
民
の
研
究
成
果
を
是
非
と
も
事

陥
し
て
い
た
だ
く
よ
う
希
望
す
る
に
と
ど
め
た
い
じ
本
稿
は
共
司
研

究
り
一
部
と
し
て
そ
れ
左
柑
た
ず
さ
え
る
も
の
で
あ
る
〉
Q

-

i
一
九
五
九
年
二
月
・
一
九
六

0
年
同
月

l
l

第
八
十
六
巻

rr9 

第
六
号

b 
五


